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────────────────────────────── 

午前10時00分開議 

○議長（豊坂 敏文君）  皆さん、おはようございます。 

 会議に入る前にあらかじめ御報告いたします。壱岐新聞社ほか１名の方から、報道取材のため、

撮影機材等の使用の申出があり、許可をいたしておりますので御了承願います。 

 ただいまの出席議員は１６名であり、定足数に達しております。 

 これより本日の会議を開きます。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．一般質問 

○議長（豊坂 敏文君）  日程第１、一般質問を行います。 

 質問通告者一覧表の順序によりまして、順次登壇をお願いします。 

 それでは、質問順位に従い、４番、植村圭司議員の登壇をお願いします。 

〔植村 圭司議員 一般質問席 登壇〕 

○議員（４番 植村 圭司君）  おはようございます。 

 まず最初に、先日の台風９号、１０号で被害を受けられた皆様方に心からお見舞い申し上げま

す。また、今後の早期復旧になれますよう祈念を申し上げます。 

 そして、一つお知らせですけども、現在、新型コロナウイルス対策としまして、壱岐市のほう

で壱岐市新しい生活様式対応加速支援金がございまして、私もこれまで新型コロナウイルスの支

援ということでお願いをしてまいりましたが、現在、９月３０日までこの支援金の申込みができ

るようになっております。締切りが９月３０日と迫っておりますので、市民の皆様でまだ申し込

んでいらっしゃらない方がいらっしゃいましたらば、締切りが迫っておりますので注意をしてい
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ただければと思っております。 

 お知らせを終わりまして、通告に従いまして、４番、植村圭司が一般質問させていただこうと

思います。 

 まず最初に、台風９号と１０号で得た教訓を今後に生かすべきということで質問させていただ

きます。 

 台風といいますと、私は、昭和６２年の台風１２号を思い出しまして、今回、その台風を超え

るというような報道がございましたので、結構身構えて備えておりました。９月４日から７日に

かけて島内避難所等を回らせていただきまして、気づきがありましたので今回こういうふうに質

問させていただこうと思っております。 

 まず、台風９号の件なんですけども、私の中で、台風や大雨のときの避難所のときに避難所に

テレビがないということで、避難所テレビ問題というふうに勝手に名づけているんですけども、

このテレビがない問題は、台風９号の際に何か所かあるんじゃないかと思いまして、見たら、確

かに以前からテレビがない箇所がありまして、そこに危機管理課のほうが新しいテレビを入れて

いまして全避難所のほうにテレビがありました。ということで、今回の台風９号の前に事前に情

報収集になるテレビがありましたので、すごい立派な進みがあったなというふうに思いまして、

壱岐市の備えはすごいぞというふうに感じておりました。 

 １０号も結局参りまして、１０号の際ですけども、避難所によりましてはガラスが割れて夜中

のほうに対応をしていただいたということで、職員の方が一生懸命避難者の方に対応したという

ことで感謝申し上げたいと思います。頭が下がる思いでございます。さらにその職員さん以外に

も２００人以上の方が今回執務されたということで、併せて職員の皆様には感謝申し上げたいと

思っております。 

 この台風の件なんですけども、台風接近前から復旧にかけて今回見えてきた課題があると思い

ます、それと対策。今後の対応をどのように考えていらっしゃるのかということを具体的に伺い

たいと思います。 

 特に、毎回問題になっております交通ビルでありますとか、今回は壱岐の島ホールの駐車場が

満杯だったという話、それと避難者の誘導の問題点、自主防災組織の活動の度合いがどのようで

あったかということを把握しているのかということを言及していただければと思います。答弁の

ほうよろしくお願いいたします。 

○議長（豊坂 敏文君）  植村圭司議員の質問に対する理事者の答弁を求めます。久間総務部長。 

〔総務部長（久間 博喜君） 登壇〕 

○総務部長（久間 博喜君）  皆様、おはようございます。４番、植村議員の質問にお答えをいた

します。 
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 全体的な課題等及び反省点につきましては、昨日の山内議員の一般質問でお答えさせていただ

いておりますので、ここは先ほど質問をいただきました個別の事項についてお答えをさせていた

だきます。 

 個別質問の１点目、交通ビルの今後の対応についてですが、もともと交通ビルの所有者に対し

ては、市から適正管理に関する勧告書を出しておりまして、所有者によります防護ネットや落下

防止策が取られておりますが、これまでも台風接近時には安全管理の再点検を促しておりまして、

これまで同様、交通ビル建物所有者には台風９号の接近前から連絡を取り万全の対応を促してお

りました。しかしながら、対策を強化されることはありませんでした。残念ながら台風９号によ

る被害は、一部外壁パネルが複数枚剥がれて落下し商店街の看板等にも被害が及んでおりました。

その状況をファクス、メール、電話により連絡し早急な対応を促しました。加えて、特別警報級

の大型台風１０号も発生し、非常に危険である旨の連絡をいたしまして、外壁等飛散防止の回避

措置を強化するように指示をいたしましたが、その対応もなされませんでした。 

 被害状況は、複数の外壁パネルの剥離、落下、複数の鉄骨製の建材の損壊、落下の結果となっ

ております。１０号台風の通過後も、台風の吹き返しがある中、剥がれた鉄骨建材等が防護ネッ

トに引っかかった状態で地上１０メートルくらいのところで風にあおられ落下寸前で非常に危険

な事態となっていたため、市より高所作業車を使って緊急的に落下物の除去作業を業者に委託を

いたしました。 

 所有者に対しましては、被害状況、処理状況の写真を送付しまして、今後の万全な安全対策を

再度指示をしております。なお、今回の市による緊急的措置費用につきましては所有者に負担を

していただきます。 

 個人の建物については、所有者に全ての責任があり、今後も危険な状態が見られれば、所有者

に連絡を取っていくことになります。根本的な解決に向けて交渉してきておりますけれども、所

有者との間に考え方の違いがございまして、現在のところ進展が見られておりません。引き続き

関係機関と連携して対処してまいります。 

 次に、個別質問の２点目、壱岐の島ホール駐車場が避難所開設前の早い段階からいっぱいにな

っていたことについて。これは昨日、山内議員の一般質問に対して答弁しておりますように、今

後においては、施設管理部署とも改善策を取りまとめ適切な管理体制を敷いてまいります。 

 次に、個別質問の３点目、避難者誘導の問題点についてでございますが、今回の台風は、コロ

ナ禍での避難と過去に例を見ない勢力の台風接近ということで、早目に対策を開始し、開設避難

所をこれまでより増やすとともに状況に応じて避難所を追加して開設していく方針で臨みました。 

 しかしながら、避難所施設の収容可能数は、コロナ禍以前の数字でしか把握をしておりません

で、単純に机上での定員の割り出しができなかったことで、現場の入出状況を把握しながら判断
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せざるを得なかったことに最大の準備不足を感じております。そのため１時間ごとに避難者数の

報告を求め、早い段階での避難所の追加開設に努めるとともに、ホームページ等で収容可能数を

表示して対応いたしてまいりましたが、多少の混乱が生じていたと報告を受けております。 

 このことについては、開設する避難所数の設定や避難所ごとの施設内容に合った運営方法など

を再度設定していくことにしております。また、まちづくり協議会等の自主防災組織による避難

所開設等の協力もさらに推進強化を図ってまいります。 

 次に、個別質問４点目の自主防災組織の活動内容についてでありますが、まず、昨日申しまし

たように、９月４日金曜の１７時に災害対策関係機関会議を招集しまして、その中にまちづくり

協議会集落支援員さんを出席をお願いしまして、市対策本部の警戒避難準備等の行動予定の説明

を行うとともに、自主防災組織として、まちづくり協議会へは地域防災活動の協力要請を行いま

した。 

 具体的な活動として、避難行動要支援者名簿により要支援者の状況を把握していただくととも

に、早急の自主避難を促すなどの協力要請を会長宛てに文書でさせていただきました。 

 それでは、まちづくり協議会等の活動状況について、活動団体名は申し上げませんけれども、

事例の一部を紹介させていただきます。前段の答弁と重複するところがございますが、御了承願

います。 

 避難行動要支援者への声かけ及び避難所への送迎、事前に市の避難所運営マニュアルを自治公

民館長へ配付、まち協委員を招集して対策会議の開催、各自治公民館長を招集し対策会議の開催、

市の避難所運営の協力、地域の消防団が準備した土のうの運搬、土のう配布の協力、自主防災組

織として各自治公民館において避難所を開設、開設数１２団体、避難者数１４１世帯２５５人、

台風通過後にまち協役員でタイヤショベル等を使用して小学校周辺の倒木、落ち葉の撤去作業、

台風通過後に集落点検の実施などでございます。このように本当に災害を最小限に食い止めるた

めの活動をしていただきました。改めて深く感謝しお礼を申し上げます。 

 以上でございます。 

〔総務部長（久間 博喜君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  植村議員。 

○議員（４番 植村 圭司君）  御答弁いただきました。一つ一つ行こうと思います。最初の交通

ビルの件ですけども、こちらのほうは以前から安全対策等促されたということで、それは評価で

きるんですけれども、今回、危険が迫っているということも告知をされまして対処されていると

いうところも理解できます。それで、これは客観的に見てなんですけども、私もその前後で見た

だけで詳しい話は従前からお話しされているとおりだと思いますけども。危険だというのが一つ

言える話で、住民の方のみならず、あそこを通過する島民の方々いらっしゃいますので、観光者
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も含めて皆さんが危ない思いをしているということで、この件、非常に危ないということは、今

後も持ち主の方に徹底してお伝えをしていただきたいというふうに思っておりまして、これは私

だけじゃなくて、ほぼ全ての方々がそう思っているんじゃないかというふうに理解していいんじ

ゃないかというふうに思っております。 

 それと、実際問題、危ないだけでなくて商店街に対する影響、歩道の片側通行が長年にわたっ

て固定的に封鎖されているという、こういう往来を邪魔することに対しましては異常事態だとい

うふうに考えていいと思います。そこの感覚がもう既になくなっているんじゃないかというふう

に思うぐらい、あってはならないことがずっと続いているということで、その点は所有者の方に

も認識をしていただいていいんじゃないかというふうに思います。 

 さらにビルの前の店舗の方々もガラスが割れるような感じになる被害を受けてあったりとか、

シャッターを閉めて営業妨害になっているというふうなことも感じますので、その危険というこ

と以外にも商店街、店舗含めて壱岐全体の経済損失になりかねないという事態だというふうなこ

とで大きく認識していただきたいというふうに伝えていただければと思います。 

 ここまででいかがでしょう、対処のほうは。 

○議長（豊坂 敏文君）  総務部長。 

○総務部長（久間 博喜君）  ただいま植村議員からいただきました質問についてお答えさせてい

ただきます。 

 まず、交通止めの件でございますけれども、この交通止めにつきましては、平成２７年２月

２３日からビル脇の片側通行止めを行っております。 

 理由は、壱岐交通ビルの所有者には、壁面等が市道へ落下することが懸念されているため、安

全対策等の措置について、これまで市及び警察とともに要請を重ねてきているが対応されていな

い。このため道路法第４６条、交通の危険を防止するためにより、道路管理者として歩行者等に

注意を喚起する必要があるということで通行止めをしております。 

 これにつきましては今申しましたように、警察の指導も入っております。そして、道路管理者

としての市の判断、また、市民の皆様も大変危険で困っておるというところはゆがめないと思っ

ております。商店街からも苦情が出ております。所有者本人は十分認識しているとは思っており

ますけども、その回避措置については十分ではないと思っております。 

 この件につきましては、道路占有許可は出しておりません。なぜならば、許可を出すことによ

って現状を認めるということになりますので許可はしておりません。早期の万全な安全対策を求

めるのみでございます。 

 隣接建物への被害も今回出ておりまして、台風９号の通過後に商店組合設置の看板をはじめ隣

接建物への被害が出たため、当事者から補償について所有者と交渉したいという話を市のほうに
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いただきました。市としての立場は、当事者間で解決を図っていただきたいということで、そう

いう状況であるということは交通ビルの所有者にも申し上げております。 

 あと、今後の最終的な解決策ということになってくるかと思いますけれども、現在、壱岐交通

ビル所有者に対しては、空家等対策特別措置法、これを根拠に市より行政指導を行っております

が、その根底には、地域における市街地活性化のため、善意の所有者との円満解決の糸口を模索

するためでございまして、単に法的な措置を取ることになれば、建築基準法第１０条の保安上危

険な建築物に対する措置による適用を県と相談せざるは得ないと考えております。 

 以上です。 

○議長（豊坂 敏文君）  植村議員。 

○議員（４番 植村 圭司君）  承知しました。これまで対応されてない方に対しまして難しい対

応かと思いますけども、続けて対応していただきたいと思います。特に今時点で、壁にネットを

張って飛散防止をされていますけども、その飛散防止のネットも緩い状態です。その辺も含めま

して、早急に安全になりますように努めていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

 壱岐の島ホールの駐車場の件なんですけども、これは昨日ありましたとおり今後対策するとい

うことでよろしくお願いします。あわせまして、このとき、勝本の市役所庁舎の駐車場、ここも

屋根つきでございまして、壱岐の島ホールだけじゃなくて、こちらの駐車場のほうも満車状態で

あったようでございますので注意をされたほうがいいと思います。よろしくお願いします。 

 そして、避難所の件なんですが、９号が通過した後の１０号ということで、実は私、住民の

方々から何人の方からか、９号が通過した直後に避難所はどこですかというふうなお尋ねがあり

ました。結局１０号がかなり大きい台風だということで、９号の通過直後に避難を決意した方が

いらっしゃいまして、今回の台風によって避難される方が多いということは肌で感じていたわけ

です。 

 それに対しまして、避難の場所の案内といいますのが５日の夕方だったかと思うんですけども、

なるべく５日の時点で既に避難所を探していらっしゃる方がいらっしゃいまして、どこに行こう

かということの問題になっていましたので、ここのニーズの把握が遅れたんじゃないかというふ

うに思っております。ですから、今回、結果的に２６か所なんですけども、その２６か所の中で

も定員のほうを順次増していったというところもございます。ですから、定員がいっぱいになっ

たから次を開けますという対策取っていったんですけども、場所によってはほぼほぼ満員で、な

かなか次を開ける開けないかという判断に迷っていたんじゃないかというふうに見受けられます

けども。満員になったところの案内も６日の午後になってだったと思うんですが、案内がない状

態で満員になっているところに行って次どこに行ってくださいと促されるといった方がいらっし

ゃいました。ですから、案内の仕方としまして、満員になった情報というものも早目に出すべき



- 122 - 

だったんじゃないかというふうに私は思っております。 

 こういったものを伝えるのにホームページ等でというふうなお話だったんですけども、ケーブ

ルテレビの利用がちょっと今回フル活用できなかったんじゃないかというふうに思っています。 

 といいますのが、テレビを見ますと、やっぱりパソコンがないとか携帯持っていない方、スマ

ホ持っていない方に対してはテレビが一番の情報源なんですが、テレビのほうは文字スーパーで

避難所を紹介していました。ところが、刻々と満員になってくるもんですから、そういった情報

までは更新されなくて、なかなか逐一その情報が変わっていくということがなかったんですね。

そういう意味では、ケーブルテレビの放送も６日と７日、特に６日ですね、６日に限っていえば、

放送の中身も変えて、避難所の空き状況とかどこに何があるかというふうな話を表示しておくと

かというふうに変えていったほうがよかったんじゃないかというふうに思います。 

 自主防災組織なんですけども、これは自主防災組織に対しまして、９月４日に会議がありまし

てそのときに伝わっているかと思うんですけども、自主防災組織の集落支援員の方がその会議な

どに非常に動いておられます。実際お話を聞いたところ、自主防災組織の中で公民館長を集めて

会議をして、要支援者を案内するといったような話もなっていましたので、ここの動きが非常に

よかったということで、今回そこの共助が働きまして災害につながらなかったのではないかとい

うふうに思います。 

 混乱はなかったとは言い切れず、小さい混乱があったわけですけども、この集落支援員さんへ

の負担といいますのが非常に大きかったんじゃないかというふうに思いまして、先ほど言われま

した集落支援員さんの働きにつきましては、個々の方々の能力が様々あると思いますけども、今

後の台風と災害につきましては、その集落支援員さんの皆さんが負荷のない仕事で速やかに順次

仕事ができるように、今後対策等を考えていただきたい。訓練とか避難訓練等で情報を伝えてほ

しいというふうに思っております。 

 それと通告してなかったんですけども、ケーブルテレビの断線が多かったようなんですけども、

これは何か原因が分かっていたら教えていただきたいんですが。 

○議長（豊坂 敏文君）  企画振興部長。 

○企画振興部長（本田 政明君）  ケーブルテレビの断線の状況ですが、これは台風による倒木等

の被害が主な状況でございます。それと家庭に引き込む部分の断線が主で、幹線につきましては

三、四件程度の被害があっております。 

○議員（４番 植村 圭司君）  分かりました。倒木があったということですので、その辺の話も

次にお話をしたいと思います。 

 今回、台風のことにつきまして様々情報収集されていると思いますが、集落支援員さんのお話

も聞きまして、反省点等をもっと把握していただきまして今後に生かしていただきたいと思って
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おります。 

 時間の都合で次のほうに参ります。市道整備（道つくり）の制度を抜本的に見直すべきという

ことで御質問させていただきたいと思います。 

 草切り、除草、伐採ということで、過去の議員さんたちも質問を重ねてこられたかと思います。

あまり進捗がないようですので、今回も改めていたしました。壱岐市最大の私は市民協働の事案

だと思っておりまして、皆さんほぼボランティアで働いていらっしゃいます。 

 道つくりにつきましては昨年９月の議会で答弁がありまして、市道につきましては現在の方法

を基本として、自治公民館への機械器具の提供や補助金制度を見直しながら状況に応じ対応して

まいりたいと考えております、また、今後まちづくり協議会との連携も必要だというふうに考え

ておりますという答弁がございました。 

 現状としましては、自治公民館内で高齢化や人口減少が進んでおりまして、ある事例でいきま

すと、過怠金があるので病気でも出ないといけないと。また、若手がいなくて作業量が増えるば

っかりだと。しかも、それが数年続いて、作業量が減る見込みがないといった絶望的な声を聞き

ました。また、まちづくり協議会との連携と言われましても、公民館と同様の話になっておりま

して、市民の活動にも限界があるというふうに考えております。さらに公民館の中で人口、それ

と道路延長のほうに偏りがありまして、住む地域によって道つくりの負担が大きな差があって不

公平感が大きいというふうにも感じております。 

 そこで、道路整備に資する人手と予算を市のほうで一定程度確保しながら計画的に道路整備を

するように新しい仕組みをつくってはいかがというふうに考えております。それに対しましての

見解をお伺いいたします。あわせまして、市道１級・２級の道路で自治公民館が整備している延

長があれば教えてください。 

 以上です。 

○議長（豊坂 敏文君）  増田建設部長。 

〔建設部長（増田  誠君） 登壇〕 

○建設部長（増田  誠君）  ４番、植村議員の質問にお答えをいたしますが、その前にこの場を

お借りいたしまして、市民皆様におわびとお礼を申し述べさせていただきます。 

 台風９号及び台風１０号の襲来により、市内各路線におきまして道路への倒木、カーブミラー

の倒壊及び建物等からの飛来物による通行への影響等多数発生しまして、市民皆様には大変御迷

惑をおかけし心からおわび申し上げます。 

 また、道路上の倒木処理等につきましては、被災直後から地元自治公民館をはじめ関係各所の

御協力をいただき、道路の早期使用に向けて取り組んでいただき厚く御礼を申し上げます。 

 さて、植村議員の御質問に対してですが、このたびの自然災害により、市としましても市道、



- 124 - 

路線上の雑木が数多く覆いかぶさっている現状と、維持管理上の問題点を改めて痛感した次第で

ございます。 

 市道の伐採の件につきましては、以前にも幾度となく御質問をお受けいたしておりますが、現

在の道路伐採の現状と制度については御承知かと思いますが、改めてお答えさせていただきます。 

 令和２年４月１日現在での壱岐市内の市道の管理延長は約１,３２７キロメートルあります。

１・２級路線の総延長は約２９３キロメートルであり、そのうち御質問にありました、１・２級

道路で自治公民館が管理している延長は約２４４キロメートルございまして、１・２級道路の路

線全体の約８３.２７％を占めております。１・２級路線やバス路線、観光路線などの幹線につ

いては、壱岐市農業機械銀行振興会と毎年契約を交わし、年２回程度、草木の伐採を行っていま

す。また、バス等大型車両の通行に支障を来す場所などについても、優先順位の高いところから

実施をしている状況です。 

 幹線道路以外の路線は、各自治公民館内で実施されている市道維持管理作業、いわゆる道つく

りへ１メーター当たりおよそ１６円を交付しており、昨年度の実績は、２０６自治公民館に

１,６８６万１,７００円を交付し、実施延長では１,０６５キロメートルになります。地域の皆

様の日頃の御協力に対し改めて深く感謝を申し上げます。 

 議員御指摘のとおり、自治公民館には規模も大小ございますし、高齢化が進み若手がおらず、

伐採作業等は大変苦慮しているとの声もいただいております。 

 厳しい予算状況ではございますが、今後は１・２級路線の幹線道路について、現在、地元管理

で行っていただいている高枝伐採については市で計画的に実施できないか、また、市民の皆様に

も過度の負担にならないよう、１戸当たりの管理延長の平準化など制度の見直しについても必要

に応じ研究してまいりたいと思います。 

 以上でございます。 

〔建設部長（増田  誠君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  植村議員。 

○議員（４番 植村 圭司君）  御答弁いただきました。１,３００キロメートルのうち約８割を

市民のほうでやっていただいているということでございました。それで、今の１級・２級につき

ましては市のほうでやりますというふうなことでしたので、これよろしくお願いしたいと思って

おります。 

 それと、現在１,３００キロメートルの８０％につきましては平準化図っていきたいというこ

とで研究をするというふうなお話だったんですけども、この研究ですね、ある程度今データがあ

ると思います。公民館当たりの延長であるとか、あと戸数ですね、戸数。戸数の中でもお年寄り

の方が結構多いんですね。だから、戸数のまんま数値で計算するんじゃなくて、そのうちに何人
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ぐらいが作業できるのか、実際にですね。年代的には８０代の方以上はなかなか難しいのかなと

いうふうに思っておりますので、７０代を限度としまして、７０きついんですけども、若い方か

ら働ける方というのを数字出していただきまして研究をしていただきたいと思います。 

 今、ちょっと事例挙げますけども、むちゃくちゃ長い延長のところで５人しかいないと。真面

目にやったら２日かかるというふうなところもございます。それで何が起こるかと言いますと、

２日かかるのを１日でやるしかないとなっていますので、荒くなって草が切りたくても切れない

ということで、延長を稼ごうとするがあまりに草切りが手が落ちるという話になってきます。そ

うすると交通事故の原因になってまいりまして、道路管理者としての責任というのも問われるか

と思うんですね。そういった責任を取らないためにも、なるべくそういった負担が多いところに

つきましては特に配慮をしていただきたいというふうに思います。よろしくお願いいたします。 

 それと公平性の観点。市民皆さんが道を使うのもあるんですけども、住んでいる場所によって

作業量が多いとか少ないとかあるということも問題かと思います。そういった公平の観点からも

考えていただきまして、今後の研究というふうに生かしていただきたいと思いますが、いかがで

しょうか。 

○議長（豊坂 敏文君）  増田建設部長。 

○建設部長（増田  誠君）  一応年齢とか、それから公平性の観点につきましても、今後ちょっ

と予算の関係もございますので、それも併せて研究をさせていただければと思っております。 

○議長（豊坂 敏文君）  植村議員。 

○議員（４番 植村 圭司君）  分かりました。それと、まちづくり協議会のほうなんですけども、

昨年の答弁では連携するというふうなお話だったんですね。ですから、まちづくり協議会のほう

でも相談があるかと思いますので、ここは柔軟に相談に乗っていただきまして、なるべく地元の

負担にならないのかなるのか、判断をというとこですね、やっていただきたいと思います。よろ

しくお願いいたします。 

 理想を言いますと、こういった伐採木とか草木につきましては今、どっか道に押し込んだりし

て一般廃棄物として扱っているかと思うんですけども、場合によっては堆肥にするとか、あとは

チップにして資源化するとかっていうふうな方法もございますので、理想的にはそういった集ま

ってきたものを再資源化にして、またそのお金を得たもので循環させるというふうな方法ができ

ないのかというふうなこともちょっと研究の中に入れていただきたいと思っております。事業所

の中には島内にもそういったことができるところがございますので、そういった活用できないの

か、改めて考えていただきたいと思っております。答弁ありましたら、お願いいたします。 

○議長（豊坂 敏文君）  増田建設部長。 

○建設部長（増田  誠君）  今言われました再利用等につきましては、やはり運搬等々の経費が
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ございまして、採算ベースに乗らないとやはり長続きしないということもございますので、そこ

ら辺も少し研究をさせていただければと思います。 

○議長（豊坂 敏文君）  植村議員。 

○議員（４番 植村 圭司君）  分かりました。理想的なというふうなことですので研究というこ

とでよろしくお願いいたします。研究ということで、なるべく早くその研究成果を出していただ

きまして、本当はいつまでに出していただきますというふうなことを言っていただきたいんです

が、難しいかと思いますが、早急に研究をしていただいた結果を出していただきたいと思ってお

ります。よろしくお願いいたします。 

 ３番目に参ります。再生可能エネルギー事業の将来展望の具体をということで質問させていた

だきます。 

 昨年６月会議で私が風力発電事業の取組の方針ということを質問させていただきました。その

中で県のゾーニング事業に取り組むというふうなことでございましたので、長崎県周辺海域にお

きまして洋上風力発電の在り方について検討されるであろうというふうに思っております。また、

今年の７月には、壱岐市再生可能エネルギー導入促進期成会が設立されております。しかし、こ

のニュースもあまり伝わっておりませんで、このことが壱岐の市民に対しましてどのようにメリ

ットがあるのか、どのような将来に向かっていくのかということを改めてお伝えしていただくと

いう意味でも今回質問させていただいております。質問している私も県のゾーニング結果につき

ましてはどうだったのかが分かっておりません。 

 そこで、壱岐市が展望する持続可能な脱炭素社会というのはどういうものか、改めて具体的に

お伺いいたします。そして、それを実現するための予算規模、それに工程、さらに市民になるべ

く理解していただくためにも情報発信に努めていただいたほうがいいのではないかと思いますが、

見解をお伺いいたします。よろしくお願いします。 

○議長（豊坂 敏文君）  白川市長。 

〔市長（白川 博一君） 登壇〕 

○市長（白川 博一君）  ４番、植村議員の３つ目の御質問、再生可能エネルギー事業と将来の展

望の具体化をにお答えをいたします。 

 ９月に入りまして、本市をはじめ九州各地が立て続けに台風９号・１０号により被災いたしま

した。特に１０号は、これまでにない勢力を持つ台風として特別警戒級の対策が呼びかけられま

した。１０号がこれほどの勢力を持つに至った原因として、日本近海の海水温が高かったことが

影響しているとされております。昨年の台風１９号、いわゆる東日本台風の例から、近年、台風

の規模や勢力が強まり、また進路も従前とは変わってきております。 

 本市では今年、台風災害以前に大雨による災害も発生しておりますが、これらは地球温暖化、
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すなわち気候変動と無関係ではないと考えられます。気候変動は既に私たちの日常に大きな影響

を与えており、人命や財産が常に危機にさらされていると言っても過言ではないと考えておりま

す。 

 このような危機的状況に鑑み、本市では昨年９月に国内で初となる気候非常事態宣言を発出い

たしました。本宣言の発出に当たりましては、昨年の９月会議において、議員皆様の議決をいた

だいたところでございます。しかしながら、行動を起こさなければ宣言をしただけでは意味がご

ざいません。 

 そのようなことから、今回の壱岐市再生可能エネルギー導入促進期成会の設立は、この非常事

態宣言の具現化行動の第一歩だと御理解いただきたいと思います。私たちは手遅れになる前に地

球温暖化を食い止めるため、自分の生活から生み出す温室効果ガスの排出を減少させなければな

りません。気候非常事態宣言の中でも本市のエネルギー施策についての姿勢を示しているところ

でございますけれども、温室効果ガスをより多く排出する化石燃料への依存を改めて、クリーン

な自然エネルギー、すなわち再生可能エネルギーを活用する社会、それによってこのすばらしい

壱岐の環境とそこに暮らす人々の豊かな生活が末永く存在する社会、それが壱岐市が展望する持

続可能な脱炭素社会だと言えます。 

 気候変動によりまして、目前に迫る危機に対して残された時間は決して多くはありません。し

かし、脱炭素社会を実現することは、これもまた容易ではございません。再生可能エネルギーを

効率的に活用するには、技術的な面を含め様々なイノベーションが必要となります。持続可能で

あるためには経済性も重要であります。そして何より私たち一人一人が気候変動の危機を認識し、

再生可能エネルギーについて理解を深めることが最も大切ではないでしょうか。 

 今年７月に設立いたしました壱岐市再生可能エネルギー導入促進期成会は、民間と行政が協働

して市民の皆様に再生可能エネルギーの必要性等について周知啓発や情報発信を行っていく組織

であります。現在は、コロナ禍の状況の中で十分な活動が行われておりませんけれども、今後は

感染状況等を見据えながら、着実に周知、活動等を実施すべきと考えております。 

 さらに、市といたしましては、再生可能エネルギーを安定的に活用するために水素を活用した

実証事業に取り組んでおり、本年度は約２億３,０００万円の事業規模で実証システムの導入に

取り組んでおります。これは国の１０分の１０の補助でございます。こちらもコロナ禍等の影響

により当初の計画より進行が遅れておりますけれども、次年度には本格的な実証研究ができるよ

う準備を進めております。 

 この実証研究により水素を活用した再生可能エネルギーの導入について、ビジネスモデルとし

て成り立つめどをつけることで民間による商用システムの社会実装を促し、脱炭素社会、水素社

会の実現を目指しております。エネファーム、これは燃料電池による発電に加えて、コージェネ
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レーション──それによって排熱利用をしてその家の暖房するというようなシステムでございま

すが──このような例もありますけれども、再生可能エネルギーと水素蓄電を組み合わせたシス

テムが各家庭に普及するのもそれほど遠い話ではないと考えております。そのモデルとなり得る

システムを壱岐市から発信するという気構えで今後も取り組んでまいります。 

 加えて、脱炭素化を実現するためには地産の再生可能エネルギー資源も必要となりますが、離

島という環境にある本市においては、洋上の風も大きな可能性を秘めた資源であると考えており

ます。 

 本年２月には漁業者や地域住民の皆様を交えた協議会において、長崎県と連携して壱岐市の海

域で洋上風力の可能性を探るための検討を進めることについて協議会の皆様に御承認をいただい

たところでございますけれども、今年度は漁業者や地域住民の皆様の御理解をいただくことを大

前提として、本市の海域での洋上風力発電が可能なエリアがあるのかどうかを漁業者や地域住民

の皆様の御意見等を伺いながら見極めてまいります。 

 ただいま御説明いたしましたように、現時点ではゾーニング調査の御理解をいただく段階であ

りまして、壱岐海域が適地であるかどうかも分からない段階でございます。議員御質問の予算規

模であるとか工程とかはまだまだ先の話であります。ゾーニング調査の御理解をいただき、県の

ゾーニング調査において、壱岐市は適地だという一定の調査結果が発出されましたならば、議員

御指摘のように、漁業関係者をはじめ市民皆様に御理解いただくべく説明をすることになります。 

 気候変動や再生可能エネルギーについて、再生可能エネルギー導入促進期成会やその会員団体

等と連携を密にしながら、市としてもこれまで以上に積極的な情報発信等に努めてまいりますの

で、議員皆様にも御理解と御協力を切にお願いいたします。 

〔市長（白川 博一君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  植村議員。 

○議員（４番 植村 圭司君）  分かりました。非常に難しい話で分かりにくい話でもあるんです

けども、風力発電につきましては、今適地かどうかということを調査しているという段階だとい

うことで、予算規模等はまだ言える段階にないということで理解いたしました。 

 それで、この事業につきましては、私も去年話しましたけども、水素の活用というのが非常に

有効でありまして、壱岐にとっては非常に有利な事業だというふうに思っております。ですから、

なるべく積極的に進んでいただきたいというふうに私は思っております。 

 それで、私、昔ですね、地球温暖化とか、あと電気自動車の普及をどうするかという話で仕事

したことがありまして、その中でメーカーさんが電気自動車は非常に簡単に作れますと、たくさ

ん作れますという話を２０年前ぐらいしていました。そのときにネックになっているのが、ガソ

リンスタンドにあたる電気のステーションがないんだという話で止まっているんだと。社会的に
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技術が発達してもインフラが整備されていないという状態が厳しいんだというふうなお話でした

ので、そういったことがあるんだなというふうに思っていたんですけども。 

 今回、壱岐市のやっている事業の中でこのエコアイランド推進事業、水素エネルギーの実証化

システムの中でインフラの整備についても研究されてあるというふうなことで非常に現実的なと

ころがございます。ですから、ここにつきましては市長が任期中に完成することはないとは思う

んですけども、なるべく近い将来に、市長が言われるような社会が実現できるように、ここは頑

張っていただきたいというふうに思っております。 

 つきましては、このゾーニングなんですけども、今調査中ということでありましたが、今月

９月、９月の２日までにということで、壱岐を取り巻く環境、ちょっと実は一つありまして、佐

賀県のほうで、佐賀の唐津沖のほうで洋上風力発電事業に係る計画段階環境配慮書ということで

環境アセスが始まっているようでございます。手続ですので、壱岐の周り、唐津なんですが、そ

このほうでは始まっておりますので、壱岐の漁師さんたちも御存じかと思います。中にはそうい

ったことを知りまして、壱岐の周りどうなんだと、漁師さんたちも心配されている方いらっしゃ

ると思います。 

 ただ、間違った情報が伝わっては、できるものもできないというふうなこともありますので、

なるべくそういった間違った情報が出回らないようにする方法として適切な情報というのを出し

ていただきたいというふうに思います。ですから、今お話聞いたので大体分かったんですけども、

あやふやな情報が出回って迷惑な方が出てくるとか誤解があるとか要らないように情報発信のほ

うを努めていただきたいと思っております。 

 その方法として、例えばケーブルテレビとかでもこの地球温暖化とか、あとは再生可能エネル

ギーについての番組を作るとかして、どういう現状なのでどうしたいんだというふうなことを伝

えていくような方法というのを考えていただきたいんですけども、その辺いかがでしょうか。 

○議長（豊坂 敏文君）  白川市長。 

○市長（白川 博一君）  まさにおっしゃるように、誤った情報が流布することが一番怖いわけで

す。今、唐津、佐賀県のことをおっしゃいましたけども、これはまだ促進地域になってないんで

すね。今、日本で４か所しか促進地域になっておりません。 

 ところが、促進地域になってないにもかかわらず、既に事業者が将来、促進地域になったら手

を挙げるぞというところで既に環境アセスに入っているんですね。まだ佐賀県の場合はあの馬渡

島、いろいろ長崎県とゾーニングの場所が重複しているんですけど、そういうことを含めて漁業

者はまだ賛成してないんです。にもかかわらず、既に環境アセスに入っている。将来、そのこと

を材料にして自分がそこの指定業者になりたいという気持ちが見え見えであるわけですね。私は

そういうふうなことは決して好ましくないんだと思っています。やはり今度のゾーニング調査も
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漁業者の方が調査していいよというその承認を取り付けてから県に調査に入っていただく。そし

て、壱岐が風力発電に適しているのかどうか調査をしていただく。また、どの海域が適所なのか、

そういったことも調査していただく。でも、今のところ言いますように、まだ漁協も漁民の方も

調査さえしていいよという承認いただいてないんです。そこは強く申し上げておきたいと思いま

す。まだまだ緒にも就いてないんだと、この洋上風力発電にはですね。まだその前の段階なんで

すよということをぜひ御理解いただきたいと思っています。 

 植村議員おっしゃいますように、その時々の今からの進捗状況については、情報発信してまい

ります。正しい情報を理解いただくように情報発信してまいります。 

○議長（豊坂 敏文君）  植村議員、ちょうど時間となりましたから、どうぞ。 

○議員（４番 植村 圭司君）  手短にいきます。分かりました。頑張っていただきたいと思いま

す。 

 それで、漁業者の方に対しましても正しい理解が、漁業者だけじゃなくて皆さんに伝わります

ようによろしくお願いいたしまして、手続にのっとってということですので、順調にいきますよ

うに祈念いたしまして私の質問を終わりたいと思います。どうもありがとうございました。 

〔植村 圭司議員 一般質問席 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  以上をもって、植村圭司議員の一般質問を終わります。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（豊坂 敏文君）  ここで暫時休憩をいたします。再開を１１時５分といたします。 

午前10時52分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前11時05分再開 

○議長（豊坂 敏文君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 一般質問を続けます。 

 次に、８番、音嶋正吾議員の登壇をお願いをいたします。 

〔音嶋 正吾議員 一般質問席 登壇〕 

○議員（８番 音嶋 正吾君）  皆さん、こんにちは。議長も緊張されておるようでありますので

私も非常に緊張いたしました。リラックスしてやっていきたいなと、そのように考えております。 

 昨今のコロナ禍等におきまして、非常に社会情勢が閉塞感を漂っております。そうした中、

我々はいかにして地域を明るく活気に満ちた郷土にするかということが我々にとって永遠のテー

マであります。今回はそうした意味を込めまして、夢出せ、知恵出せ、そして元気を出せる地域

づくりをテーマとして論じてみたいと思います。 

 今回は市長のほうに答弁を求めておりますが、そんなに答弁の時間は私は取りたくない。提言
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型で行きたいなというふうに考えております。そのタイトルのベースというのが、私の友人であ

ります小野晋也君が出しておる、先生ですね、失礼なことを申し上げました、先生が出しておる

本のテーマでございます。 

 まず、地方自治にとって。自治とは、私は芸術、アートであると考えております。そして、地

方自治の首長、市長さんは、横文字で言いますが、アーティストであろうかと考えております。

市長は、その夢とは気づきから始まります。まず、自分のしたいことをリストアップします。例

えば市長が４期間、市長として御在籍をされております。それは市長が壱岐をよくしたいという

夢に燃えて、まず立候補の決意をされる。そして、それを今度リストアップする。そのこととは、

市長が言われる、選挙で言いますならば政権公約、マニフェストを発することではなかろうかと

考えております。そして、夢を実現するためには、何はさておいてもアクションを起こさねばな

りません。それは市長が選挙運動であり、日常活動を通じて今日４選をされたわけであります。

万歳と４回言われたわけであります。それは私は取りも直さず、この島をよくしたいという大義

に燃えておられる、夢もあるやに思いますけど、私は大義に燃えておられることであろうと思い

ます。 

 次に、元気とは何なのか。私、うまく表現できないので血液に例えて話してみたいと思います。

体内の隅々までいわゆる毛細血管が通っております。そこに栄養とか酸素を運ぶ。そして初めて

人間がこうして健康に動くことができるわけであります。 

 その前に失礼しました。知恵が抜けておりましたね。知恵というのは、一つのいわゆる目的に

向かう道しるべである、目標であると思います。例えば富士山に登るにしても、ヘリコプターで

登る人、歩いて登る人、種々様々ないわゆる道しるべがあろうと思います。私は最終的にそこを

あれして元気が出るためには、みんなと同じ道しるべを歩く中で響き合う、みんなと仲間と響き

合って初めて元気が出るのではないかと、そのように思うわけであります。 

 そこで、通告をいたしております、壱岐市の農業についての将来的な展望、そして今の現況に

ついて述べ、そして先進地事例を申し述べて、壱岐の農業の今後、そして水産業の今後も通告を

いたしておりますので、お互い考えてみたいなと私なりに提言をしてみたいなと考えております。 

 壱岐市の農業は、平成１５年の本市の資料によりますと、４９億６,０００万円ほどの生産額

が上がっております。主なものはその当時は、米が約８億４,０００万円、畜産１６億円、野

菜・果実が２億５,０００万円、これが平成１５年。２０年には、５４億４,４００万円。その内

訳としましては、７億７,０００万円、畜産が倍増いたしまして３２億円、野菜・果実が５億

７,０００万円、これも倍増いたしております。平成２５年、５６億６,６００万円。米が８億

６,０００万円、横ばいですね。畜産３２億円、横ばいです。果実６億５,０００万円、これはア

スパラガス等々が伸びた影響であろうと思います。約１億円伸びております。そして、平成
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２９年が農業生産額のピークでございます。７０億２,１００万円。その内訳といたしましては、

７億３,０００万円が米、畜産が５０億４,０００万円、野菜・果実が７億８００万円。そして、

平成３０年度が６９億４,３００万円。そして、令和元年度が６４億９００万円という生産額で

ございます。令和元年度の内訳は、米が５億８,０００万円、畜産４６億５,０００万円、野菜・

果実が６億８,０００万円。そのほかには、いわゆる麦、大豆、雑穀、こういうのが約８,０００万

円。そして葉たばこが、平成１６年度がピークでありまして、７億５,４００万円。令和元年度

は２億９,８００万円というのが農業生産額の推移であります。ここで市長が今力を入れており

ます、畜産の振興が壱岐市を引っ張っておるということは紛れもない事実であります。 

 今、壱岐市には耕地面積が３,４５０ヘクタールございます。そのうち田の耕地面積が

２,２００ヘクタール、畑の耕作面積が１,２６０ヘクタールございます。しかし、再生可能な遊

休地、この中に荒廃地がございます。１年以上耕作していない、今後耕作の見込みがないと思わ

れる土地が２１０.７ヘクタール、再生困難な荒廃農地、いわゆる山林・竹林化をしておるとい

う農地が５７.５ヘクタール、総じて２９６.９ヘクタールの荒廃地がございます。これは壱岐市

のホームページから採用、引き出した数値でございます。 

 私はこの中で、いわゆる市長が一次産業の振興なくして壱岐市の発展はないと、ＳＤＧｓでも

位置づけておられます。持続可能な社会はやはり一次産業であるということは、市長、頭を上げ

てください、紛れもないですよね。紛れもないですよね。私も全くそのように思っております。 

 そして、今現在、壱岐市におきましてはＳＤＧｓ、まず世の中はＩｏＴ、インターネット・オ

ブ・シングスと言いますね。インターネットとモノの時代が来る。これを第５ソサエティと言い

ます。第５時代を迎えようとしております。私は確かにそういう考え方もあるでしょう。このロ

ボットや全てに感情がありますか、感性がありますか。私は生産性の高い実体経済重視の政策を

取るべきであろうと。そして、もっと荒廃地を開墾して、市長が申されましたように、スマート

農業のできる環境を作ることが持続可能な壱岐市の取るべき一つの方法ではないかと思います。

これは私のあくまでの持論でございます。 

 そういうとこですね、私、長野県の川上村というところに出向きました。ここの川上村という

ところは、日本一のレタスの産地であります。１９５０年、朝鮮戦争が勃発した折に、いわゆる

アメリカ軍はレタスを食べる。現地から調達をしたいということで川上村が選任をされたわけで

あります。ここは年平均気温７.９度、平均の耕地面積、耕地の高さ、１,１００メートルです、

低いとこで。ですから、昔はやつき奉公といって、５、６、７、８だけが帰ってきて農業をする

と。米も取れないんですから。あとは全部出稼ぎに行っていた村であります。その村が、今レタ

ス栽培で年商２,５００万円上げております。逆にその土地の潜在性を生かして逆境に立ち向か

った勝利であります。やればできるんですよ。ということなんです。米はなかなか作付は難しい、
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できないという環境の中で、これは潜在性を生かした一つの形であろうと思います。 

 そこの藤原村長が言われることは、一次産業は生命産業であると。生命維持産業である。全く

そうです。物を食べないとできないわけですから。そして、またフランスのド・ゴール大統領は

このように申しております。独立国家の最大の要件は食料自給にある。今現在、日本のカロリー

ベースでの食料自給率は３２％であります。国は自給率を上げるとかいろいろ言っておりますけ

ど、農業過疎ほど生産性が、バランスシートでいえば割の合わないことばっかりしているんです

よ。私はこういうとこは地域の独創性を見出した中でやっていくべきと考えております。 

 市長、一つ私はこのことを提案してみたいと思います。鳥の目・魚の目・虫の目・コウモリの

目。鳥の目というのは俯瞰力ですね、大空を飛びますから。魚の目というのは、世の中の流れを

見る目。そして、虫の目というのはミクロの世界、突き詰めて見る目。コウモリの目とは、コウ

モリは天井に下がりますよね、逆転して見る目。逆さに見る目。私はこれが一つ、地方創生のき

っかけになるのではないかと思います。 

 何をさておきましても、私はこの壱岐の島、後ほど申しますけど、農水産業の振興なくして壱

岐の将来はないと位置づけるならば、私は来年度の当初予算の一番のウエートは農林水産業、一

次産業に置くべきであるということを強くお願い、主張をしたいと思います。なぜかと言います

と、これが壱岐市の実体経済なんですから。 

 今、日本経済は景気がいいと言いますけど、あれは虚空の経済ですよ。金融資本だけがじゃぶ

じゃぶとあれして、実体経済が本当によくならないと可処分所得は上がりませんよ。可処分所得

が上がるということは、それだけ実体経済が成長したということであります。 

 次に、漁業政策について考えてみたいと思います。壱岐市の漁獲高の推移を調べてみました。

まず、時間がございませんので、漁獲量のピークが平成４年度、２万２６トン。そして漁獲高の

一番ピークが、平成２年度、１３３億３,４００万円。最後に言いますね。令和元年度の漁獲量

は２,２６１トン、漁獲高で２１億８００万円。実に１１２億２,６００万円減少をいたしており

ます。平成２３年度末の正組合員が、これはこれしかございませんでしたので、１,１４６名登

録されておりました。令和元年度末正組合員数が８３５名。実に３１１名の方が離職をされてお

るという現実でございます。 

 これは何かと言いますと、確かに温暖化によりイカが捕れなくなった。魚が釣れなくなった。

温暖化になりますと、私、これ専門家の意見をちょっと聞いてみました。魚型が小さくなるそう

ですね。マグロでも平成元年ぐらいには、私も七里ケ曽根で魚釣り、マグロ釣りをしたことがご

ざいます。大きかったです。物すごく大きかったです。だんだん温暖化が加速すると同時に生態

系が変わっていきます。ですから、果たしてどうなのかなと。本当にこのまま漁船漁業が継続で

きるのか、生計を立てることが本当にできるのかと危惧しております。ですから、どうすればい
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いのかなと私なりに考えました。市長、私なりの浅はかな知恵をちょっと聞いてください。 

 まず第１点、私は漁師さんが生計を立てることが大事であるというふうに考えます。今、５つ

の漁業協同組合がございます。私は財務体質の強化を図ること、統合も一つの検討に値するので

はないかと。なかなか言えないことですが、私は実際そう考えております。 

 温暖化の現象により、喫緊にこの漁業環境が変わるということは見込めない。市長も昨日の中

原議員の質問にお答えになりましたが、一生懸命に市長は選挙の公約の一丁目一番地で１番に磯

焼け対策を上げておられます。これはどうしようもない。水産庁に頼む。これは全ての問題です

ね。経産省もある、環境省もあるんですよ。温室効果ガスを出すから。水産庁もある。全部の省

庁の取り組むべき課題ですよ。ですから、私はこれを国策でここら辺は弱い立場の人間を面倒見

るのは当たり前ですよ。何も国会議員の先生にぺこぺこする必要ちゃない。自立をしようとする

一つの組織のためには、しっかり国が面倒見るべきじゃないでしょうか。そのために地方交付税

法があるわけですから。 

 また、一つ。今、ある業者が、株式会社なかはらとかほかにですね、低酸素いわゆる地下海水

を利用した陸上養殖に取り組んでおります。そして、最近行きましたら、そこにまた加工場をつ

くろうと積極的に取り組んでいる。そして、また湯ノ本温泉なんか温泉の余熱があるじゃないで

すか。それで私、東海大学の柴田先生と話をしました。そして、長崎県の西海研究所というのが

あります。水産のふ化もできる環境がでておる。だから、私は養殖漁業も取り組むのも一つじゃ

ないかというふうに考えております。 

 次に、漁協が自己資本比率の割合で統合できないんであれば、加工施設ぐらい一緒に取り組ん

でメイドイン壱岐で、ＡＳＥＡＮ諸国、インド、今から世界の経済を引っ張ろうかという経済圏

に活路を見出すべきではなかろうかと、私はそう思っています。 

 そして、市長が推進をしております、磯根漁業のプロジェクト、いわゆる大島に栽培漁業セン

ターもございます。ですから、渡良三島地区をまず湾内に磯根漁業の再生プロジェクトを立ち上

げて、まず、そこから周り壱岐一円にクラスター的に広げていくと、そういう取組を何かしない

と、じっと待っとっても何も描けない。私はそんなふうに思うのであります。 

 皆さんたちの中に今拝聴しておられる中には、また音嶋正吾がほら吹きよると言う方もいらっ

しゃるかもしれません。しかし、これは提言なんですから、私はそういうことも一つとしてほし

いなと思っております。 

 次は簡単に申し上げます。やはり合併特例債というのは、箱物を終え統合するためにどうして

も市長が公共施設とかの強靭化とか、学校の耐震化等々に事業を推進されました。そのことはど

うこう言うつもりもございません。しかし、今からは産業基盤に対する、いわゆる予算措置をも

っとやっていこうではないでしょうかと。これは提案でございます。私はそう思うわけです。 
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 行政の一番私は必要とされておるのは、住民の満足度であろうと思います。満足度が高まれば、

行政に対する信頼感を皆様が寄せていただけます。どうせ言ってもならない。行政組織が大きく

なれば大きくなるだけ、きめ細やかな行政が果たしてできるのかと。これは難しい問題です。皆

さん、私たちに議員にそのように言われます。太なったばっかしと。何もしてくれさっさんと。

それは私は説明します。自分でできるものは自分でしましょう。自助、そして共助、公民館みん

なそうした横のつながりというのを広げていきましょうと。その次が公的にいわゆる手助けをす

ることであろうと。 

 ですから、我々が一番心得なければならないのは、先憂後楽の精神ですよ。自分たちが職員と

か我々がいい飯を食って住民の人が細々と生活をする。そういう上からの目線のような見方をし

ていったら、この地方自治は崩壊しますよ。可処分所得は本当に年々減っているんですよ。壱岐

市の所得は２４０万円ないですよ。そして、有効求人倍率が増えたと言っても、職員でも一緒じ

ゃないですか。臨時職員とかそういうのが多くて、一般の人はパートが多いんですよ。パートが

多いとか何とか、それを有効求人倍率が増えたと言います。それは間違いないです。増えてます

よ。しかし、実態的に可処分所得がいかに向上したか。それが問われるんです。 

 市長、今まで申し述べたことに対して、十分時間をお与えいたします。市長の胸襟を開いた答

弁を求めたいと思います。よろしくお願いをいたします。 

○議長（豊坂 敏文君）  音嶋議員の質問に対する理事者の答弁を求めます。白川市長。 

〔市長（白川 博一君） 登壇〕 

○市長（白川 博一君）  音嶋議員の御質問にお答えいたします。 

 私は今非常に勉強させていただきました。まさにそのとおりだという共感をするところが多う

ございます。一方でそれは違うよということも結構ございます。 

 ただ、音嶋議員にお願いは、質問を通告されたことをお尋ねいただきたいなと思っているんで

す。ですから、通告の今の御質問には合わないかもしれませんけれども、通告書にあることにつ

いて答弁をさせていただきます。 

 まず第１点には、農林水産部長にさせます。その後、私が答弁いたします。 

〔市長（白川 博一君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  谷口農林水産部長。 

〔農林水産部長（谷口  実君） 登壇〕 

○農林水産部長（谷口  実君）  ８番、音嶋議員の農水産業の振興についての御質問のまず１点

目の農業政策の将来像についての見解ということについてお答えいたします。 

 壱岐市の持続的農業の発展のための政策の基本方針として、第３次総合計画にも掲げておりま

すように、重点課題である担い手不足や生産性の向上を図るためのスマート農業の推進、新たな
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高収益作物の開発やブランド化、販路拡大などにより収益向上を目指すといたしております。 

 まず、担い手不足については、農業者が効率的かつ安定的な農業経営ができる環境整備や人づ

くり、組織づくりが必要であります。農業の担い手による農村集落の機能が維持され、集落ぐる

みの地域農業を目指し、担い手への農地利用の集積・集約化を加速化させ、集落営農組織の法人

化に合わせた農地の集積を進めているところであります。 

 次に、後世につないでいくことの一つとして、やはりスマート農業の推進であり、これからの

若い後継者たちに魅力ある農業として拡大していくものと考えております。 

 現在、肉用牛の一部の農家では、親牛を温度センサーで監視し、発情の兆候を検知しメールで

知らせるシステムを導入されています。 

 また、イチゴ栽培の一部農家においては、ハウス内の二酸化炭素を自動で調節する炭酸ガス発

生装置や天候や温度で調整する自動換気装置の導入などＩＣＴの活用が行われております。 

 アスパラガス栽培においては、ＡＩやＩｏＴ等の先端技術の導入により自動灌水システム等の

実証実験を行っており、その効果を検証し、今後はアスパラガス栽培管理につなげるよう推進を

目指してまいりたいと考えております。 

 農作業における自動化により、少ない労力でも管理できる先端技術の導入など生産性の向上と

労働環境の改善を図ってまいります。 

 本市は従来からおいしい米づくりをはじめとする土地利用型作物と組み合わせたアスパラガス、

イチゴ、メロン、ブロッコリー、ニンニクなど高収益作物の作付拡大と肉用牛の規模拡大を進め

ております。壱岐市農協における営農振興計画により、特にアスパラガス栽培のさらなる面積拡

大を図る計画でありますので、市としましても産地化に向けて支援を行ってまいりたいと考えて

おります。 

 次の漁業政策の喫緊の課題解決と壱岐市独自の政策構想についての御質問でございます。 

 まず、漁業政策の喫緊の課題としましては、漁獲の減少、魚価の低迷、生産コストの高止まり、

漁業者の高齢化や並びに後継者不足など多くの課題を抱えております。そのための施策としまし

て、第３次総合計画にも掲げておりますが、磯焼け対策などの藻場の再生や資源回復など漁業環

境の再生、担い手育成や漁業経営の安定化支援など経営力の強化、栽培漁業や養殖漁業などのつ

くり育てる漁業の推進、大都市圏への販路拡大のための輸送コストの低廉化や加工品開発支援な

ど流通強化、ブランド化を推進することにより水産振興を図ってまいりたいと考えております。 

 次に、壱岐市独自の政策構想につきましては、現在、周辺海域において磯焼けが進んでいる中

で、藻場の回復なしに水産振興はないと考えておりますので、磯焼け対策について積極的に取り

組んでいくことといたしております。また、これまでの水産振興施策、そして農業振興施策につ

きましては、引き続き実施してまいりたいと考えております。 
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 ２番目の御質問の中で順番は前後いたしますけども、私のほうからは壱岐市の風土、風味、風

習を生かした独自政策が希薄であり、国策補助に乗っかる乗合政策との御意見についてお答えを

いたします。 

 農業振興におきましては、国、県の補助事業を最大限活用した農業施策を中心に取り組んでお

りますが、市独自の政策にも取り組んでおります。 

 市独自の政策といたしましては、新規就農に参入する者を支援する新規就農独立支援事業、担

い手となる認定農業者の活動強化を支援する認定農業者協議会活動支援事業、集落営農組織の設

立、法人化を支援する壱岐市担い手サポートセンター補助金、焼酎原料となる大麦生産を支援す

る地産地消推進対策事業、農地の貸し借りを支援する農地流動化奨励事業、小規模な圃場整備等

を支援する耕作放棄地解消等小規模基盤整備事業、それから園芸作物の施設園芸を支援する園芸

ブランド力強化対策事業、肥育素牛導入を支援する地域肉用牛振興対策事業、それから繁殖雌牛

の増頭を支援する地域肉用牛緊急増頭対策事業、繁殖雌牛の更新、牛舎整備、壱岐牛のブランド

化を推進を支援する地域肉用牛活性化プロジェクト推進事業、それから有害鳥獣の駆除等を実施

する有害鳥獣防止対策事業、また土地改良区の運営費用を支援する土地改良区経常経費の補助金

など、令和２年度予算ベースでは１億５,８００万円余りの事業を行っているところでございま

す。 

 続きまして、水産振興に関しましては、水産振興施策は事業費も高額となり、国庫補助事業に

頼ることは必要不可欠であると考えており、他の市町村でも同様であると考えております。 

 市独自の政策としましては、これまで継続して実施しております制度資金貸付利子に対して補

助する漁業近代化資金等利子補給事業、各漁協が漁業監視を行う監視船費用へ補助する漁業監視

活動事業、漁獲共済掛金に対して補助する漁獲安定共済事業、漁業者が実施する機器導入及び機

関換装に対して補助する漁船近代化機器導入事業、漁船保険掛金に対して補助する漁船損害補償

事業、漁船の燃油に対して補助する漁業用燃油対策事業、認定農業者が実施する機器導入及び機

関換装に対して補助する認定農業者支援事業等に加えまして、昨年度より実施しておりますイス

ズミ駆除及び海藻の増養殖対策に対して補助する磯根資源回復促進事業や本年度成立しました壱

岐市磯焼け対策協議会負担金など、令和２年度予算ベースで１億６,０００万円余りの事業を行

っております。他市と比較しても充実しており、独自政策が希薄であるとは考えておりません。 

 以上でございます。 

〔農林水産部長（谷口  実君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  白川市長。 

〔市長（白川 博一君） 登壇〕 

○市長（白川 博一君）  ８番、音嶋正吾議員の御質問にお答えいたします。 
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 質問は、国の政策は地方分権社会を標榜しつつ中央集権体制を強化している。全国津々浦々市

町村まで、国の同一補助メニューに群がる烏合の衆に例えられると私は考える。そこで、合併特

例債を充当して多数の公共施設が設置された。しかし、市民所得を向上させる手だてが希薄であ

り市民所得は向上していない。壱岐市の風土、風味、風習を生かした独自施策が希薄であり、国

策補助に乗っかる乗合政策一辺倒に終始されているように考える。見解をただす。令和３年度以

降の予算編成査定の基本方針に関する見解をただすということでございますので、全体的に申し

上げます。 

 まず、合併特例債の活用につきましては、議員御承知のとおり、今さら申し上げることではご

ざいませんけれども、合併時の計画である新市建設計画に基づいたまちづくりを進める中におい

て、様々な住民サービスの提供に係るインフラ施設等の統合や整備に必要となる経費の財源とし

て有効に活用することができたことから、本市の財政負担の軽減が図られたものであります。 

 さて、地方自治体にとって限られた財源の中で各種施策を実施する場合には、国の政策、そし

て補助を活用することは極めて重要なことであり、むしろ活用に向けた取組を全力で進めなけれ

ばならないと考えております。そのために市独自の事業を企画立案した際には、できる限り補助

制度に沿うように知恵を絞って計画を作成し財源の確保に努めております。地方が抱える課題の

大部分は同様の課題であるため、国や県において多くの補助メニューが準備いただいておりまし

て、本市といたしましては非常に助かっております。 

 このようなことから、補助事業を活用した事業は多くなることはやむを得ないと考えておりま

す。また、補助制度に該当しない事業につきましては、有効な起債や基金を活用し事業の推進を

行っているところであります。 

 国策補助に乗っかる乗合政策一辺倒に終始されたように考えるとのことでありますが、私には

お褒めの言葉に聞こえます。私は壱岐市の施策を全力で国策に乗っけていただくことを常に考え

これまで取り組んでまいりました。つまりできる限り知恵を絞って、市の抱える課題解決のため

にありとあらゆる手法を用いて最小コストで最大の効果を上げられるよう全力で取り組んだとこ

ろであります。このことはまさに地方自治法第２条第１４項、最小の経費で最大の効果を上げる

ようにしなければならないを実践するものであり、また地方創生の最たるものと考えております。 

 現在、国におきましては、その地方自治体の政策がどのような効果をもたらすかが特に重要な

採択の要件になっておりまして、効果がないと認められるものは補助の対象から外されます。そ

の具体的な取組の例を挙げるならば、地方創生交付金であり有人国境離島交付金等であります。

地方自治体が市民福祉の向上や産業の振興等に資する施策を打ち出さないと国から認めてもらう

ことはできません。今はそういう時代ということを強く申し上げておきたいと思います。 

 また、今回の新型コロナウイルス感染症に係る緊急経済対策において各経済団体等の意見をお
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聞きし、いち早く予算編成を行い議会の御理解を得て議決をいただいて、各種施策に取り組んで

きたところであります。結果として、その財源については地方創生臨時交付金が交付されること

となりました。この緊急事態においては、基金の取崩しを行ってでも取り組む必要があると判断

し、各種施策に国、県、そして他の県内市町に先駆けて取り組んだところでありまして、壱岐市

の状況に沿った独自の各種経済対策に取り組んだことを改めて申し上げておきたいと思います。 

 次に、令和３年度以降の予算編成の基本方針につきましては、新型コロナウイルス感染症の影

響の長期化を見据えまして、感染症対策と経済再生を最優先に取り組むとともに新しい生活様式

にも対応していくため、限られた経営資源を市民が真に必要とする施策に振り向けていく必要が

あると考えております。そのためにもこれまでとは大きく変化した状況にあるという認識に立っ

た上で、市民生活や市内経済に支障を生じさせないことを念頭に置きながらも、既存の計画等に

掲げる優先順位にとらわれることなく、事業の中止、延期、廃止など、これまで以上に踏み込ん

だ見直しを図ることにより財源の確保につなげてまいりたいと考えております。 

 いずれにいたしましても、これまでどおりの予算確保は困難であるという前提で、基本的にゼ

ロからの見直しを推進し社会情勢の変化に応じた施策の実施、事業手法の再検討を行い予算編成

をしてまいります。 

〔市長（白川 博一君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  音嶋議員。 

○議員（８番 音嶋 正吾君）  私は補助事業を市独自に噛み砕いた感じで執行したらいかがかと

いうことを申し上げております。市長が最後に、令和３年度の予算編成においてはゼロベースで

見直すということでありますので期待をいたしておきます。 

 それで、まだ時間があります。一つ、これは一般的に申します。例えば川上村に中学校を作っ

たそうであります。そして体育館、そして音楽室等々も一緒にやった。そしたら一般的にいった

ら文科省の事業ですよね、文科省の。それがそうじゃないんです。２０億円もあるものを、例え

ば音楽堂は将来的にはコンサートできるために使うとか、そして体育館はいわゆる結婚式をする

ために使うとかいうふうに横断的にまちづくり交付金、国交省、そして川上村というところはカ

ラマツの産地でありますので、国産資材を使っていわゆる林野庁の補助事業を入れ、そして寒冷

地でありますので、ソーラーを利用してまたそこに環境省の事業を入れる。そして県産材を使っ

て机とか椅子あたりを作った場合は、いわゆるまたそこで県の補助を受けるとか、１つの事業で

７つの複数のいわゆる事業を併用して作ると。私は夢があると思うんですよ。自分の学校を卒業

して、そしてそこで結婚式をするなんて夢があると思います。私は壱岐市にとっては何といって

も食料供給の基地であると思います。それを前面に出すべきではなかろうかと思います。 

 市長も常々よくお会いになっておられると思いますが、島根県の海士町長の山内道雄町長さん
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は、あそこのキャッチフレーズは「何もない」であります。ないものはない、であります。逆に

それがキャッチフレーズで全国的にＩＵターンもどんどん、学校、高等学校ですかね、そこにも

どんどんＩＵターンが入ってくる。そして先進地だからそういう離島創生の先進地ですので、い

わゆる高学歴の人間がどんどん移住するとか、そうしたやはり夢というのを作っていただきたい

なと思うんです。市長だからできると思うんですね。僕は白川アーティストになっていただけな

いかなと。地域づくりはアートですよ。それをやるのが我々であれ、私たちは執行権ございませ

んので、皆さんなんですよ。皆さんが全てアーティストになって地方の元気を醸し出していただ

きたい。私はそのことを今回の一般質問で一番強調したかったわけであります。 

 市長は、これは１９０号に載っておりました。気候非常事態宣言を宣言した壱岐市と。この中

を全部読ませていただきました。このようにしていただきたい。ただ、そこにベースがなければ

できないよと。スマート農業をするためにはある程度、いわゆる土地の集約化、なかなか難しい

ですね。地権者がいっぱいおりますから。そこら辺のできないことを規制緩和でやろうとする、

そういう大きな取組に向かっていただきたい。 

 今回、きょうですね、７年８か月、総裁の座に君臨をしておられました、３,１８８日間、内

閣を引っ張っていただいた安倍総理が辞職をされました、内閣辞職をされました。私は時代の流

れというのは一点であろうと思うんです。白川市長に本当に壱岐市をよくするぞという一つのレ

ガシーというのを残していただきたいなと思うんです。私は今までのレガシーの中で一番高く評

価しておりますのは、市民病院を長崎県病院企業団に編入をした。このすばらしい医療の安定を

図ったということは、私はレガシーとして認めていきたい。しかし、産業振興においては、もう

一歩頑張っていただきたいなと。あと、まだ１年たっておられません、４期目。ぜひとも市民の

負託に応えるべく頑張っていただきますことを心から祈念をいたしまして、私の一般質問を終わ

ります。ありがとうございました。 

〔音嶋 正吾議員 一般質問席 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  以上をもって、音嶋正吾議員の一般質問を終わります。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（豊坂 敏文君）  ここで暫時休憩をいたします。再開を１３時といたします。 

午前11時55分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後１時00分再開 

○議長（豊坂 敏文君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 一般質問を続けます。 

 次に、１３番、市山繁議員の登壇をお願いします。 
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〔市山  繁議員 一般質問席 登壇〕 

○議員（１３番 市山  繁君）  皆さん、改めましてこんにちは。一般質問２日目の午後の部、

大変お疲れさんでございます。１３番、市山繁が通告に従い一般質問を行います。質問事項は大

きくは２点ですが、要旨として何点か掲げておりますので、簡潔な御答弁をよろしくお願いいた

します。 

 質問に入ります前に、御承知のとおり、日本国の内閣総理大臣安倍晋三首相が、去る８月

２８日、体調不良のため突然首相が辞任表明をされ、後任の自民党総裁選挙が９月１４日に行わ

れ、３７７票獲得された菅義偉官房長官が第２６代総裁に就任され、９月１６日、今日の午後、

臨時国会で安倍晋三首相の後継となる第９９代の首相に指名選挙され、新しい菅義偉内閣総理大

臣が誕生されます。私も国民の一人として、国政での期待と心からのお喜びを申し上げます。 

 それにあやかり、本日の一般質問の原稿を式辞用の蛇腹用紙を使用させていただきました。こ

れは５行刻みでなかなか見やすいと私も思って使用させていただいております。 

 それでは、質問をいたします。 

 新型コロナウイルスの収束予測と島の経済と島民の健康についてでございますが、今年に入り

全世界へ新型コロナウイルスが発症し、今もって先が見えない状況であります。 

 壱岐市では４月以降、感染者は発生しておりませんでした。これは対策本部長白川市長をはじ

め職員皆さんの啓発と市民皆さんや各団体組織の方々の御理解と御協力により３密の自粛を実施

されたことだと思っております。それが８月２６日、壱岐島内に７例目のウイルス感染者が発症

し緊張感が走りましたが、クラスター感染者もなく一安心をいたしました。 

 しかし、全国的には第２波と言われる東京都をはじめ首都圏や県市町村でも感染者が増発し県

外外出の自粛を呼びかけております。国も新型コロナウイルスの感染症緊急経済対策として、令

和２年４月２０日に閣議決定され、感染拡大防止と感染拡大の影響を受けている地域経済や住民

生活を支援し地方創生を図るため、経済対策の全ての事項の対応として、きめ細かに必要な事業

を実施できるよう新型コロナウイルス感染対応地方創生臨時交付金として創設され、令和２年度

補正予算（第１号）が４月３０日に成立され、計上額は１兆円で、全国全ての交付対象自治体

２万４,０００事業へ配分されております。 

 また、令和２年度補正予算（第２号）が６月１２日に成立され、計上額は２兆円であり、新型

コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を拡充し、交付限度額は家賃支援を含む事業継続

や雇用維持などへの対応と新しい生活様式を踏まえた地域経済の活性化などへ２兆円と、第１次

補正額の１兆円と合計３兆円が交付されており、そのうち壱岐市への交付額は１次補正で１億

６,４７１万１,０００円、２次補正で５億５,６０１万３,０００円で合計７億２,０７２万

４,０００円の交付を受けております。 
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 このように国からの経済対策支援を受けておりますが、今回は突然の新型コロナウイルス感染

によるもので、リーマンショックを上回る国難であり、新型コロナウイルス感染は観光事業をは

じめ関連する全ての事業が影響を受けて、日本国はもとより全世界が経済に大きな打撃を受けて

おります。 

 国はその支援策として、先ほどの緊急経済対策支援を補正し各自治体へ交付されました。これ

は、新型コロナウイルス感染により急激な経済の低迷による前年度同時期の減収減の対比対策で

あり、ほとんどの事業が対象であります。 

 今後、コロナの２・３波が発生することになれば収束のめども断たれ、長期化すると経済がま

すます悪化し、国の支援策の事業への収入源の対比基準も今までどおりの支援は期待できないも

のと憂慮しております。 

 壱岐市では、現在のところ感染者は現れなくても、島外からの感染防止策も必要でございます。

経済は人が動く人流と物流が活性化の根幹であります。島民の健康は大切であります。健康なく

して経済の発展は望めませんが、双方のバランス、両立をどのような対策を講じていくのかが重

要と思っておりますので、これについての御見解をお願いいたしたいと思います。 

 それから、２項の新型コロナウイルス感染拡大に伴う落ち込みで国の財政状況が一段と悪化し、

２０１９年度の一般会計の国の税収は、前年度より約２兆円の減少で５８兆４,４１５億円であ

り、これは今年３月に新型コロナウイルスによる外出自粛や店舗の営業休止の動きが影響したと

言われております。２０年度の税収も１９年度をさらに下回る公算が多いとされ、国の新たな借

金となる新規国債の発行額も９０兆１,５８９億円で、それに高齢化による社会保障費の増加な

どで国債発行残高は２０２０年度末には９６４兆円になる見込みであるとされております。今年

度の２０２０年度の当初予算では、国債は２１億３,０００万円ぐらいでありますが、総務省は

自治体の財源不足を補う２０２０年度の普通交付税の交付額が決定し、総額は前年度比２.５増

の１５兆５,９２６億円で２年連続の増加となり、税収が豊かで交付税を受けない不交付団体は

１０市町で１０団体減っており７６団体であります。幼児の教育と保育の無償化で自治体の負担

が新たに５,４００億円膨らむことなどからか財源が足りない自治体が増加し、新型コロナウイ

ルスの感染拡大による景気悪化で税収が落ち込めば、来年度は不交付団体がさらに減る可能性が

あると見ております。 

 壱岐市においても、２０１９年度は、国の新型ウイルス緊急経済対策として支援を受けており

ますが、壱岐の経済対策として受けておりますが、島の経済が状況が厳しく各事業者の所得向上

は困難と思います。壱岐市の税収も約２１億８,０００万円であり、また、平成３０年度からの

一本算定により普通交付税が約９０億円であり、令和元年度は約８６億円と４億円の減額となっ

ております。また、今年度は５年ごとの国勢調査の年でありますが、前回の平成２７年度の国勢
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調査の人口は２万７,１０３人であったのが、令和２年度の人口は２万５,８４８人と５年間で

１,２５５人の減少であり、普通交付税も減額となるのではと思っております。 

 市の貯金にあたる壱岐市の財政調整基金も令和２年度末の現在高見込みは６億５,４２５万円

であり、取崩し予算額の４億円が取崩しの予定がない場合は、その４億円と積立金の２９万円の

合計で１０億５,４５４万円の残高見込みですが、現在の市の財政がどうであるのかは見通せま

せんが、今後高齢化と人口減少、労働人口の減少は既に起きております。島の景気回復は、行政

と関係機関、島民の意欲の三本柱と思っておりますが、市の財政運営と活性化の方策とその見通

しについての御見解をお願いいたします。 

○議長（豊坂 敏文君）  市山繁議員の質問に対する理事者の答弁を求めます。﨑川保健環境部長。 

〔保健環境部長（﨑川 敏春君） 登壇〕 

○保健環境部長（﨑川 敏春君）  １３番、市山議員の１項目めの御質問にお答えいたします。 

 新型コロナウイルスの収束予測でございますが、現在、全国的に新規感染者数は緩やかに減り

始めていると言われておりますが、引き続き感染の再拡大に向けた新しい生活様式の実践が必要

な状況であります。このため今のところ収束のめどはついていない状況であります。 

 また、イギリスの論文では、ワクチンが入手可能になるまでの１年以上、アメリカの論文では、

集団免疫を獲得するまでの２０２２年までは再流行が想定されるとなっております。 

 このことから新型コロナウイルス感染症対策専門家会議では、第２波・３波と感染拡大を繰り

返す可能性があり、長丁場に備え、新しい生活様式の実践が重要であり、３密の回避、手指消毒

やマスクの着用、職場なども含めたソーシャルディスタンスの確保、換気など基本的な感染予防

対策を行うことなどが必要になるとしております。 

 新型コロナウイルスは少しずつその実態が判明をしておりますが、日本国内での流行が一旦抑

えられても、ワクチンの開発や有効な治療法の確立までは再流行の可能性があります。引き続き

ウィズコロナを模索しながら、島の経済活動を進めていく上でも感染予防対策と感染者の発生状

況を見極める必要があるものと考えております。 

 以上でございます。 

〔保健環境部長（﨑川 敏春君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  本田企画振興部長。 

〔企画振興部長（本田 政明君） 登壇〕 

○企画振興部長（本田 政明君）  市山議員の島の経済と島民の健康についての御質問にお答えを

いたします。 

 コロナ禍においては市山議員が言われますように、今後は島の経済も島民の健康も大切である。

そのとおりであると思います。本市の主な経済活性化策には、本市に人が来ること、また、壱岐
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産品等島外に産品を出すこと、この２種類があると思います。 

 まず、本市といたしましては、新型コロナウイルス感染症の発生拡大による移動制限自粛によ

る観光業の甚大な被害、打撃を受け、感染リスクを伴う島外からの誘客ができない期間には、ま

ずは事業を維持・継続していただくことを最優先に、島内観光需要喚起対策として、島内向け宿

泊バスツアーキャンペーンを実施いたしました。 

 次に、６月１９日に県を越えての移動が緩和されたことに伴い、いち早い観光振興による経済

回復に向けた島外観光需要喚起対策として、プレミアム付きクーポン券及び旅行割引商品の販売

を実施し、国のＧｏＴｏトラベルキャンペーン開始まで切れ目なく経済対策、支援策をつないで

まいりました。 

 さて、７月２２日から開始されましたＧｏＴｏトラベルキャンペーンは、１０月１日から当初

設計どおり東京都も対象となる見込みであり、今後利用促進が期待できるため、本市への誘客拡

大に向けさらなる情報発信に努めてまいります。 

 感染防止対策の取組につきましては、宿泊施設等へのチラシ作成、配布、説明会による啓発、

県・市事業による環境整備支援のほか、来島者向けへの情報発信を行っております。 

 また、観光施設以外の市内事業所におきましても、長崎県新しい生活様式対応支援補助金に呼

応して創設した壱岐市新しい生活様式対応加速化支援金を御活用いただきまして、感染予防策を

講じつつ経済活動を行ってほしいと考えております。 

 ９月末までの申請期限でございますが、９月１１日現在、４６４件、２,４６０万円の支援状

況でございます。 

 また、長崎県では、飲食店に特化した飲食店向け新しい生活様式対応支援補助金を創設し、上

限２００万円で換気設備の改修補助を行っております。補助率は１０分の９で申込み期限は

１０月末まででございます。 

 本市におきましては、８月２５日に７例目が確認されましたが、その後の広がりも確認されて

おりません。九州郵船・ＯＲＣによる水際対策の実施をはじめ、何より市民皆様の感染防止に対

する意識の高さ、高まりによって環境は格段に向上しており、深く感謝申し上げます。 

 今後も引き続き各種施策を活用し、コロナ対策を講じながら、人を迎え入れる経済活動を行っ

ていきたいと考えております。 

 次に、島外に産品を出すことについてでございますが、都市部の外出自粛による飲食店経営の

不振、それに伴い卸売販売が低迷し非常に厳しい状況でございます。壱岐市ふるさと商社におき

ましては、壱岐産品を島外に販売することを目的としまして事業を展開しておりますが、複数の

お得意様が廃業、閉店になるなど非常に厳しい状況にあると報告を受けております。 

 しかしながら、通販事業におきましては、卸売事業に対しまして単価、総額は低いものの、対
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前年比で数倍の売上げとなっているようでございます。コロナ禍においても手をこまねいている

ばかりでは経済はますます悪化するばかりでございます。この状況は全国同じでございますので、

逆に考えれば壱岐産品が伸びる可能性もあると思います。このような生活形態に対応した通販事

業の拡充等、ピンチをチャンスに変える発想で事業を展開できたらと考えております。 

 また、コロナ感染拡大以来、物産展、営業活動等も自粛をしておりましたが、自粛続きでは生

産者に多大な影響がございますので、万全の感染予防策を取った上で、まずは感染リスクが低い

近場の九州から販路拡大活動を再開し、本市経済の活性化に寄与できたらと考えております。 

 以上でございます。 

〔企画振興部長（本田 政明君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  白川市長。 

〔市長（白川 博一君） 登壇〕 

○市長（白川 博一君）  市山議員の２項目めの新型コロナウイルス感染防止収束長期化による壱

岐市の財政運営と景気回復の見通しについてにお答え申し上げます。 

 新型コロナウイルスの世界的な感染拡大は収束の見通しが立たず、本市におきましても市民生

活や市内経済に深刻な影響を及ぼしており、依然として予断を許さない状況が継続するものと見

込んでおります。 

 こうした状況を受け、今後の財政運営の方策といたしましては、感染状況の見通しや政府の予

算編成の動向など不確定要素が多い中、感染症対策と経済の再生を最優先に取り組んでいく必要

があると考えております。 

 感染症拡大を契機に、国内の動きといたしましてはリモートワークの進展等、都市部から地方

への移住の機運が醸成されるなど、地方創生の流れが一段と加速していると認識をいたしており

ます。 

 こうした状況を好機と捉え、移住定住に関する諸施策と併せて、ふるさと応援寄附金事業や逆

参勤交代事業等の実施により関係人口の拡大推進を図ってまいります。 

 関係人口と申しますのは、観光以上・定住未満と定義されておりまして、地域外からの短期滞

在者を指す言葉ですけれども、地域に関わる人を増やすことが地域活性化につながる一つの方法

だと考えておりまして、このような施策を推進する上でも感染症に屈しない強く新しい社会を構

築することが求められます。 

 一方で、市税や地方交付税等収入は大幅に減少することが想定され、さらに生産年齢人口の減

少や少子高齢化の進展による社会保障経費の増加、公共施設の維持更新へのさらなる対応など、

財政状況は今後一層厳しさを増していくことが予見されるために、将来的な課題を踏まえた持続

可能な財政運営への対応が必要となってまいります。そのためにもポストコロナ時代を見据え、
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Ｓｏｃｉｅｔｙ５.０やＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）──組織のコミュニケーシ

ョンのデジタル化でございますけれども──これらの推進など、前例や既成概念にとらわれるこ

となく時代に即した施策を時期を逃さず実施していくことが重要であると考えております。 

 このように新型コロナウイルス感染症への対策に取り組みながら、本市が抱える構造的な課題

に対応していくためには、我々行政のみならず市民皆様が一体となって、本市を取り巻く状況や

今後到来するさらに厳しい財政状況をしっかりと考え、事業一つ一つについて効果や効率性を見

極めながら、徹底した事業の見直しを遂行し、選択と集中による戦略的な財政運営を強力に進め

ていかなければなりません。大変厳しい局面が続くものと思われますけれども、これまで積み重

ねてきた知恵と経験を結集し、この難局を乗り切っていかなければなりませんので、今後とも議

員皆様をはじめ市民皆様方の御理解と御協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

〔市長（白川 博一君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  市山繁議員。 

○議員（１３番 市山  繁君）  島の経済と島民の健康の再質問でございますが、内閣府が８月

１７日発表の２０２０年度６月から７月期の国内総生産ＧＤＰの速報値は７.８％で前期の年率

換算で平均２７.８％と減っており、リーマンショックのときの１７.８％減を上回る記録的な落

ち込みが想像され、７月から９月期の消費回復力は脆弱で回復への期待は薄いと言われておりま

す。 

 去る８月１０日の日本世論調査によりますと、コロナ世論調査の全国郵送世論調査の結果では、

問いのあなたは健康と経済のどちらを優先すべきかの問いに、健康が８４％、経済が１４％で経

済より健康が優先されたの結果であります。そして問い２では、あなたの生活で不安に感じるこ

とではについて、感染や健康、２に収入や雇用、そして次の感染拡大前に比べて生活の状況の変

化については、経済状況が２３％であります。この調査も世代や地域により意識の違いはあると

思いますが、健康と経済が優先で感染の不安と警戒感が見受けられます。人間はやはり金より健

康が大切だなと思った次第でございますが。 

 次に、先ほど申しました新型コロナウイルス感染対策で、国が配分する第１次・２次で計３兆

円の地方創生臨時交付金に関し、去る８月２５日に全国知事会が政府に対し、新型コロナウイル

ス対策で国が配分の交付金に関し、４７都道府県の不足額が約５,０００億円に上るとの調査結

果が明らかになっております。これは全知事会の地方税財政常任委員会が８月４日時点で４７都

道府県の臨時交付金の使い道や今後の見通しを、国として、全ての都道府県が不足が見込まれる

とし、そのうち８自治体は１００億円を上る見通しもあり、使い道は休業要請に伴う協力金など

中小事業者への支援が最も多く、医療提供の強化、観光運輸業、飲食業等で、貯金にあたる財政

調整基金の取崩しなどしてコロナ対策に取り組んでいる自治体もあります。 
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 感染拡大で収束が長引くが、対策にお金がかかるわけでございますが、財政需要に対応するた

め増額が必要との８月２２日にまとめ、近く政府に提出するとされており、このことについて

８月２７日、西村経済再生相は自治体の判断で新型コロナウイルス対策に使える地方創生臨時交

付金の増額に前向きな考えを示されております。その中で感染状況や経済の今後の動向を見なが

ら、予備費もあるので臨機応変に時期を逸することなくしっかり対応していきたい。前向きで期

待感のある心強い対策を示されておられます。 

 壱岐市も交付金の配分を受けておりますが、世論調査と全国知事会の配分する第１・第２の

３兆円の地方創生交付金の増額の政府の提出についての御見解を市長はどう考えておるか、お尋

ねしたいと思っております。何かありましたら。 

○議長（豊坂 敏文君）  理事者の答弁を求めます。本田企画振興部長。 

○企画振興部長（本田 政明君）  ただいまの市山議員の御質問にお答えをいたします。 

 本市におきましても、コロナ関係の臨時交付金が２億数千万円収入があっておると思っており

ます。その財源につきましても、全て現在の観光、それからバスツアーの商品、プレミアム商品

券、それからＧＩＧＡスクール構想等の財源に充てておりまして、現在不足をしている状況でご

ざいます。今後、国のほうからさらに財源等充当していただければ、さらなる経済対策ができる

ものと考えております。 

○議長（豊坂 敏文君）  市山議員。 

○議員（１３番 市山  繁君）  そういうことでやはり住民は健康が第一と言われておりますが、

これがやっぱり感染の防止策も大事でございます。そうしたことと、やはり全国知事会では、こ

の交付金に対して不足のところもあるようでございます。壱岐市も十分なことはできなかったん

ではなかろうかと思っておりますので、その点よく検討されて、この提出についても考えていた

だきたいなというふうに思っております。 

 それでは、１項は終わりとしまして、２項の首都機能移転論再燃と地域おこし協力隊の増員に

ついてでございますが、これは私が６月会議の一般質問で地方誘致の自治体連携についての質問

をいたしましたが、これも関連はありますが、それに加えて専門的な地域おこし協力隊の増員の

採用の提言であります。 

 まず、再燃については、自民党では新型コロナウイルスの感染拡大をきっかけに、首都機能を

地方に移転する議論が再燃しております。これは石破創生相がなった当時にその地方創生の地方

移転を計画されておったわけですが、それからちょっと中断しておりました。そのことが再燃し

たということでございますが。東京一極集中を是正し、都市の人口密集によるリスクを回避する

のが狙いで、自民党内では６月に社会機能の全国分散を実現する議員連盟が設立され、政府や企

業の本社機能などを地方に分散させることに主眼を置くと、年内に提言をまとめることを予定と



- 148 - 

しております。 

 今回は感染対策でテレワークが広がったことも追い風になっており、長崎県選出の北村地方創

生相も感染対策に伴うテレワークの普及が地方への人の流れにつながることが重要と、東京一極

集中を是正する議論に期待を寄せておられます。 

 日本が持続化となるためには何が必要かをＡＩを活用して導き出した中では、地方分散型のほ

うが、格差や健康、幸福の点で優れており、その分起点は２０２５年から２７年の頃に来ること

も分かっておるようでございます。地方分散型への転機は、コロナの収束後の日本の姿を表して

いると言えます。 

 最近、若い世代にローカル志向が強まっており、農業や観光にも関心があり、仕事も私生活に

も大事にしたいと考える若者が地方に目を向けており、これは日本の未来にとって大きな希望で

あります。幸い東京の日本橋に事務所も開設し活動されております。このようなことを踏まえ、

いち早くするためにも、壱岐市の地域おこし協力隊の中に移住対策に精通されたコーディネー

ター人材を採用し、費用は増加しますが、若者の地方移住や生活支援の環境やエネルギー等を自

身に秘めておると思いますので、他市に遅れを取らぬよう専門的に有効な活動ができるため必要

と思いますが、その採用についての御見解をお願いいたしたいと思います。答弁。 

○議長（豊坂 敏文君）  本田企画振興部長。 

〔企画振興部長（本田 政明君） 登壇〕 

○企画振興部長（本田 政明君）  最初に、先ほど臨時交付金の金額を２億数千万円とお答えしま

したが、７億２,０００万円の間違いでございますので訂正させていただきます。 

 市山議員の２項目めの質問にお答えをいたします。 

 コロナ禍におきましては、遠隔授業やリモートワークの普及により、地方へ移住される、移住

を検討される方が増えてきております。このような中、本市におきましてもオンラインや東京事

務所による移住相談、ＳＮＳによる情報発信の強化に努めております。 

 移住業務に関わる職員体制は、本年４月より正規職員を１名増員し正規職員２名、地域おこし

協力隊１名の３名体制で行っておりますが、さらなる移住者増加を図るため、受入相談体制の強

化が必要と考えております。 

 議員御指摘のとおり、これまで本市に移住されたＵＩターン者の方など先輩移住者目線でのき

め細やかな相談体制を整えるため、今後は移住コーディネーター制度を活用していきたいと考え

ております。 

 なお、移住コーディネーターの設置に要する経費につきましては、１人当たり３５０万円を上

限に特別交付税措置の対象となりますので、積極的な活用をしていきたいと考えております。 

 以上でございます。 
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〔企画振興部長（本田 政明君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  市山議員。 

○議員（１３番 市山  繁君）  ２項の首都機能移転論再燃と地域おこし協力隊の増員について

の再質問でございますけれども、地方分散型は離島には直接関係は今のところはありませんが、

若い方への考えの見方が変化しているのが見受けられます。 

 安倍首相の辞任の記者会見の中で、今までは６０歳の定年を終わり、地方出身の方は家庭の都

合もありふるさとへ帰る方もあったが、それが現在は、６０歳以下から３０歳代の若者の移住が

目につくと言われておられましたが、先ほどのコロナのリスクばかりでなく、若い世代にローカ

ル志向が強まっておるのは、先ほど申しましたとおり事実のようであります。 

 地域おこし協力隊は全国で１,７１８市町村のうち１,６６１市町村で採用人数は５,３４９人

で市町村平均が３.４人となっております。これは自治体の現状や取組で相違はありますが、壱

岐では地域おこし協力隊は現在、先ほど部長が申しましたが１３名であり、その多くの事業に活

動されております。その中には移住担当者は職員２人と協力隊が１人で対応されておるようでご

ざいますが、東京事務所も開設され、長崎県壱岐移住相談会イン東京のパンフレットも実施され

ておるなど、オンライン相談者も増加すると思われます。昔の人が言われておるように、１人で

は１人分だけの仕事しかできないけれども、２人いれば３人の仕事ができるとのとおり、相談者

が増加すれば対応も無理が生じ、それに対応するためには移住に精通した協力隊員がいれば十分

相手の相談に対応できると思います。採用すれば、先ほど申しましたように、それだけの費用は

増加しますけれども、待遇も職員並みに与えてやる気満々で取り組んでこそ相談者も安心して移

住する気にもなると思っております。 

 壱岐市の社会変動と自然変動の推移を見てみますと、自然動態は、死亡が３１年度は４４３人、

出生が１４４人でその差は２９９人であり、死亡者は自然減で仕方ないとしても、出生は若い人

が一人でも多く結婚されて子供を２人以上産んでいただくのが理想でございますけれども、思う

ようにいかぬのが現状です。 

 社会動態の推移の平成３０年度の転入・転出が１２４人減であったのが、平成３１年度では

８０人減と４４人短縮しているし、移住者の中でもＩターンが多いのは希望が持てると思ってお

ります。近隣の市も自分の島の利点を十分生かし移住拡大に取り組んでおりますので、壱岐市も

本土との距離間の利点を生かして頑張っていただきたいと。そして協力隊員も活動していくうち

に壱岐が好きになり、期限も更新して自分も移住者になるやもしれません。既婚者であればなお

最高と私も思っておりますので、その点について何かありましたら、部長。 

○議長（豊坂 敏文君）  本田企画振興部長。 

○企画振興部長（本田 政明君）  市山議員の質問にお答えいたします。 
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 先ほども言いましたが、移住コーディネーター等、やっぱり必要な部分につきましては採用し

移住者を増やしたいと思っております。 

 参考までですが、令和２年度の移住者につきましても、８月末時点で２３世帯４３人が移住を

しております。そのうち４０代以下が８割程度を占めておりますので、子育て世代が移住してき

ているものと思っております。今後もやはり子育て世代等の移住を増やすためにコーディネー

ター等の活用を考えていきたいと思っております。 

○議長（豊坂 敏文君）  市山議員。 

○議員（１３番 市山  繁君）  それは本当に喜ばしいことでございます。コロナウイルスのリ

スクばかりでなく、将来の生活設計を考え、地方への移住の関心が高まっています。人口減少に

悩む地方自治体は、これをチャンスとしてオンライン相談会を開催し移住促進に力を入れておる

わけでございます。 

 大分県では、８月３１日に大阪市北区のビルで開催し、おおいた暮らし塾イン大阪の会場で大

型モニターに大分市の職員や地域おこし協力隊も登場し支援制度などを説明しており、鹿児島県

では、９月２０日に離島をテーマにしたオンラインセミナーを開催する予定とし、佐賀県は８月

２８日に唐津市を紹介するオンラインセミナーを実施し、移住者が体験を語り、美しい風景の映

像を流し、移住支援策などを伝えております。 

 お試し滞在で体験移住制度やテレワークの補助制度を設ける自治体もあります。北九州市は

１週間から３週間のお試し居住ができる制度を２０１５年度に導入し、気軽に利用できるような

３日間から滞在できるコースも８月に新設し、庭つき一軒家も用意しておるそうでございます。 

 福岡県のうきは市は、市内でテレワークを行う際に宿泊料などを補助する事業を８月に始めて

いて、１週間滞在した方は事業に集中できる環境だったのでまた来たいという感想も述べておら

れます。壱岐市ではそのようなお試し居住とかお試し滞在とかの体験移住制度は設けておられる

のかどうか、お尋ねします。おられれば結構ですが。 

○議長（豊坂 敏文君）  本田企画振興部長。 

○企画振興部長（本田 政明君）  ただいまの市山議員の御質問でございます。お試し移住につき

ましては、市のほうでもお試し住宅等を整備しなければいけないと考えておりますが、なかなか

いい物件がない状況でございます。しかし、お試し移住の宿泊の補助等は実施しております。宿

泊費の補助とレンタカー等の補助はしておりますので、そちらの活用等はできるものと考えてお

ります。 

○議長（豊坂 敏文君）  市山議員。 

○議員（１３番 市山  繁君）  そういうことで、五島あたりもいろいろと検討して世界遺産を

有利に活用してやっておられますから、壱岐市もそうした福岡から近いわけです。また、東京か
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らも東京事務所もありますので、今後も移住に頑張っていただきたいというふうに思っておりま

す。 

 時間を少々残しましたが、これで私の質問は終わります。ありがとうございました。 

〔市山  繁議員 一般質問席 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  以上をもって市山繁議員の一般質問を終わります。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（豊坂 敏文君）  ここで暫時休憩をいたします。再開を１４時といたします。 

午後１時46分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後２時00分再開 

○議長（豊坂 敏文君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 一般質問を続けます。 

 次に、５番、清水修議員の登壇をお願いします。 

〔清水  修議員 一般質問席 登壇〕 

○議員（５番 清水  修君）  皆さん、こんにちは。９月会議の一般質問も最後になりました。

どうか最後までよろしくお願い申し上げます。 

 それでは、５番、清水修が通告に従いまして大きく３点、１つに未来への人材確保について、

２つ目にスポーツ等で活躍する壱岐出身者への支援について、３、市の霊園構想の必要性につい

てを質問させていただきます。 

 今回の質問は、主にコロナ禍における壱岐市の現状を見るとき、島民の命を守るためどうして

もこれまで行っていた行事を中止せざるを得ないということがここずっと続いておるかと思いま

す。その対策等にもつながるのではないかと思い質問させていただきます。 

 イベント開催の中止の一番の理由は、それなりのコロナ対策を講じてもこのごろは無症状の若

い人等も多いことから、その無症状の方から万一、高齢者の方に感染者等が出て家庭等でクラス

ターの発生とかいうことになりかねない、そしてそれに対応できる医療体制の構築が壱岐では難

しいという現状を聞き、私たちも何とか地域のため、子供たちのためにいろんな大会を取り組み

たい。私で言えばナイター陸上や新春マラソン、小学生駅伝大会などあったわけですが、これら

の大会も中止せざるを得ませんでした。どうしてもコロナ対策の発症で責任を問われたとき、あ

なたに命を守ることができますかという開催に向けての覚悟を問われたりすることもあり、揺ら

ぎました。 

 そこで、１つ目の質問として未来への人材確保についてを上げてみました。このことはこれま

でも奨学金制度の見直しなどの要望などをさせていただきました。今年度から始まった高等教育
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の無償化と国の奨学金制度が給付制度も含めてかなり充実したものになってきています。子供た

ちも多くの子供たちがこれらの制度を活用して未来の人材を目指しています。しかし、壱岐に帰

って来る医療従事者、看護師さんとか介護士さん、保育士さん等の人材が十分に確保されている

のかなということを感じています。 

 万一のコロナ患者感染における病院での対応は防護服着用での対応になるため通常の勤務体制

ではなく２時間交代でできる体制が必要だということです。ですから、看護師さんも非常に不足

するわけです。 

 また、幼児教育の無償化なども始まっていますので、これからは現場での保育士不足と相まっ

て資質向上が大きな課題になってくるわけですから、前回の質問に対しましてもこのことにしっ

かり努力をするという御回答をいただいております。ですから、今年度も早くから職員募集の回

覧が出ているのだと受け止めています。 

 介護士につきましては、壱岐にはこころ医療福祉専門学校が開校されておりますし、その中で

介護士さんが育成されています。特に、人材確保のための支援策や事業が展開されておりますの

で、かなり今後に向けての医療福祉体制が望めるのではないかと期待はしておりますが、実際の

ところこの専門学校の卒業生の皆さんが市内でどれぐらいの就職をされているのかとかを十分に

私も知らないものですから、あともってそのような現状も含めて今後の対策があればお聞かせく

ださい。 

 そして、前回の質問の中でなかなか看護師さん、保育士さん等が募集に応じる人数が少ないと

いいますか、その原因はどうしても待遇面での改善が厳しいというようなことで、一度島外に出

て、その後どこに就職しようかなと考えれば、やはり目の前の雇用条件等を見比べることになる

でしょうからなかなか壱岐に帰ってそういった職に就くということは難しいのではないかと思い

ます。 

 それで、今回は奨学金制度とは別の仕組みづくりというものが必要ではないかなということを

このような時期ですので感じておりますので、どうかそのような意向があるかということでお尋

ねをさせていただきます。よろしくお願いします。 

○議長（豊坂 敏文君）  清水議員の質問に対する理事者の答弁を求めます。﨑川保健環境部長。 

〔保健環境部長（﨑川 敏春君） 登壇〕 

○保健環境部長（﨑川 敏春君）  ５番、清水議員の１項目めの御質問にお答えをいたします。 

 未来への人材確保でございますが、少子高齢化が進む本市におきましては、医療、介護、福祉

分野における市民の期待とニーズが日々高まっており、議員御指摘のとおり医療、介護、福祉に

係る人材確保は重要な課題であると認識いたしております。 

 こころ医療福祉専門学校壱岐校は、本市において高等学校卒業後の唯一の進学先としまして、
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平成２９年度に開校いたしておりますが、壱岐に残りたいと考えている学生には進路の選択肢が

広がり、自宅から通学できる環境となったため経済的な負担軽減にもつながっております。令和

２年度まで留学生を含め７３名の学生が入学をしており、その内訳は、平成２９年度１４名、平

成３０年度２４名、令和元年度１４名、令和２年度２１名でございます。 

 また、卒業生の市内就職状況は平成３１年３月の卒業生１４名中、市内就職７名、内訳は市内

出身の日本人６名及び留学生１名でございます。令和２年３月の卒業生２３名中、市内就職は市

内出身者６名、留学生１名でございます。以上のように市内出身者は全て壱岐市内の事業所に就

職をされておるところでございます。 

 学生への支援につきましては、長崎県貸付事業としまして入学準備金２０万円、学費年間

６０万円、就職準備金２０万円がございます。さらに、壱岐市独自の支援事業としまして、就学

支援金２０万円、家賃補助月に２万円、帰省費補助年間２万円、生活費補助月額４万円、介護人

材支援金２０万円により補助金等の交付を行い、学生及び介護人材の確保を図っているところで

ございます。 

 また、本市では地元への就職の支援を目的に新卒者等を採用されました事業所へ人材育成費と

しまして月額２万円、これは１年間のみでございますが、の補助や市内事業所に就職をされまし

た新卒者等に最大１０万円を支援する事業を行っております。加えて医療、福祉分野におきまし

ては壱岐市地域包括ケア人材確保支援事業により壱岐市が指定する資格保有者、これは看護師、

助産師、保健師、薬剤師、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、社会福祉士、介護福祉士及び

精神保健福祉士でございますが、壱岐市に住所を有し市内に就職された場合、奨学金の返還金の

一部を年間最大２０万円を３年間及び家賃の一部を月額２万円の最大２年間補助することで医療

及び福祉分野の人材の確保を図っているところでございます。 

 なお、現在までのところ、保育を担う人材確保に向けた奨学金制度以外の支援制度はございま

せんが、今後も引き続き保育士を含めた医療及び福祉分野の人材確保、さらなる医療、福祉の充

実を図ってまいりますので御理解賜りますようお願い申し上げます。 

 以上でございます。 

〔保健環境部長（﨑川 敏春君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  清水議員。 

○議員（５番 清水  修君）  詳しいお答えありがとうございます。 

 こころ医療で育たれた壱岐出身の子供さんたちが初年度に卒業生として６名、そして今年の

３月に６名、就職を島内でされていて、その方々にはいろんな支援、補助等がなされているとい

うことも細かに伺いました。そういう状況でありますれば、介護関係につきましてはかなりの今

後の見通しも明るいのかなというように感じましたが、最後のほうで言われました保育士につい



- 154 - 

てということにつきましては、まだまだそこまでの支援体制等ができていないようでしたので、

そういう方々にもぜひこの未来の壱岐を支える子供たち、幼児教育の充実のためにもその支援の

検討もしていただければと思います。 

 １つ、ごくわずかな例だと思うんですけど、気になる例を伺ったり相談を受けたりをしました

ので、そのことについて少しお話をして再質問をさせていただきます。 

 実は、看護師を目指して福岡の宗像看護専門学校なんですけど、ここに住所を移さずにその専

門学校で今勉強されている壱岐の出身の方がおられます。その専門学校は今年から始まりました

高等教育の無償化の対象校ではないという判断があった、たまたまそういう学校で御家族、御本

人もそういう無償化のある学校に変えたらというような相談もいろいろされたそうですが、本人

がその学校にぜひ行って看護師を目指したい、そして壱岐に帰りたいということで、いわゆる定

額給付の１０万円は壱岐に住所がありますからこちらのほうで多分受け取られていると思うんで

すけれども、福岡県に在住していても住所がないわけですから、福岡県でのそういった大学生に

対する支援とかも受けることができないのは当然だと思うのですけれども、そういった中で卒業

後はちゃんと壱岐に帰ってという部分を持たれていますので、そういった方は何らかの申請方法

で幾らかの支援が受けられるような就学援助といいますかそういったことができないかなという

ような気持ちで、仕組みづくりみたいなことを上げてしまいました。 

 介護のほうがこれだけ充実した人材確保の体制が取られていますので、それに見合いながらほ

かの医療関係の従事者とか保育士さんとかもしっかり確保ができますように取組のほうも考えて

いただければ十分かなというふうに感じました。 

 特に、若者等ふるさと就職支援事業補助金とか、本当に一覧表を見ればたくさんの福祉関係、

医療関係、若者の就職支援というようなことの体制はかなり壱岐市さんは取り組んでおられると

いうことも私も分かりましたので、そのことは今後引き続き充実をしていただいて、このコロナ

禍でもしっかりとした医療体制がこれまで以上に取れますことを願いまして、次の質問に移らせ

ていただきます。 

 それでは、これもコロナ禍でのことですけれども、コロナ禍におきましても活躍しているス

ポーツ関係等になりますが、壱岐市出身の子供たちが皆さん御存じのようにいます。質問の中で

は壱岐出身者というようにしていますが、現在、壱岐市でも活躍している子供たちも含めてのこ

とでお尋ねします。 

 現在、壱岐市では文化やスポーツで活躍する子供たちに対して市長特別表彰や夢プラン等での

県外遠征等への補助ということでしっかり取り組んでいただいております。本当にありがたいと

思っております。 

 しかし、今年度はコロナ禍になりまして子供たちの大会もかなり中止になっているわけですが、
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そういった開催されるのか中止になるのかという不安な中にもしっかりとした目標を持ってモチ

ベーションを高めて練習に励み、すばらしい成績を収めているということは、やはりこれまで壱

岐で育ったいろんな力が働いている結果だなというふうにも感じております。 

 皆さん、御存じのように今年度は高校野球も全国大会はああいった交流大会みたいなことと各

県での夏季大会しか行われませんでしたが、県大会においては壱岐高校が１８年ぶりのベスト

８ということで、今回はケーブルテレビで全て放送がありましたので私もしっかり見ながら応援

をさせていただき、本当にわくわくする、今度勝ったらどうなるとやろう、この次はどうなると

やろうという、そういう期待を持たせていただいたのも本当にすごいことだったと思います。 

 また、お盆前後の猛暑の中に行われた竹下君の４００メートルの県大会新記録の達成につきま

しても、やはり５０秒を切るという記録を出せる人材といいますかそういった子供は、よく災害

等では５０年に１度だとかあれこれいいますが、こういった人も周りの育てる環境も大事ですけ

れども、それなりにその子の持っている資質という部分ではやはりしっかりと見守って育ててい

きたいなという気持ちを持たざるを得ません。 

 島外でのやむなく高校進学をされたそういったスポーツ関係の皆さん方もしっかり成長されて、

先日は標準記録を突破した子供さんや、今度の県大会の高校駅伝の１区を自分が走るんだと、そ

れまでに成長した生徒さんのお話を聞いたり、たくさんの子供たちがその大会を目指して頑張っ

ておられるということも聞いておりますので、こういった時期ですので、コロナ禍の中で頑張っ

ている壱岐出身の島内、島外の生徒さんたちに何らかの支援や応援ができないかなというような

気持ちでお尋ねをさせていただきました。こういった方々を変に特別扱い的なことは云々という

のも非常に公平感に欠ける部分もあろうかと私も思いながらも、でも何らかの応援をというよう

な気持ちで質問しておりますので、何かありましたら御答弁のほうをよろしくお願いいたします。 

○議長（豊坂 敏文君）  久保田教育長。 

〔教育長（久保田良和君） 登壇〕 

○教育長（久保田良和君）  ５番、清水議員の御質問にお答えをいたします。 

 壱岐市で活躍をする子供たちが島外の大会に出場するときに旅費の一部を補助する支援として、

現在３つの制度がございます。 

 １つは、平成１７年に制定をしました小中学生スポーツ大会等出場補助金です。これは、県大

会壱岐市予選会において出場権を得て県大会以上に出場する団体及び個人を対象としています。

参加に必要な旅費等の一部を補助し、毎年多くの子供たちを支援しています。ちなみに、平成

３０年度は８９件、約６８０万円、令和元年度は７４件で約６００万円の実績がございます。そ

の前は８３０万円の実績がありましたが、航路運賃の低廉化による影響でいい形で金額が抑えら

れているということを御理解ください。 
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 ２つ目の制定されている制度には、平成１８年に壱岐市スポーツ大会出場補助金というもので、

この補助金は県大会以上の大会において九州大会及び全国大会の出場権を得た団体及び個人に支

給をしていますが、高校生を含めた大人が主な対象になります。 

 ３つ目の制定されたものには、平成２７年議会で御提案いただき制定した子ども夢プラン応援

補助金がございます。先ほど議員のほうは県外に指定されているという思いがお言葉の中にあり

ましたが、島外の大会に出る場合もこの子ども夢プランは対象になっておりますことを確認して

おきます。 

 これはお話しのようにスポーツ活動や文化・芸術活動に熱い思いを抱き、将来の夢に向かって

熱心に活動する青少年に対し、その意欲及び能力を認められて選抜をされ、市外における強化練

習、大会等に参加する場合、旅費の一部を助成することを趣旨としています。この補助金の対象

は市内の小中学校及び高等学校に在籍する児童生徒となっています。この制度のこの２年間の実

績は、平成３０年度は２５人に約１０４万円、令和元年度は１７人に約８０万円、補助をいたし

ております。今年度は恐らくこれらの制度の部分はお話しのようにコロナ禍のためによる県大会、

それ以上の大会等の中止により少なくなることが十分に見込める状況です。 

 このように青少年の健全な育成と、市内スポーツの活動や文化活動の振興、推進及び競技力の

向上を図るための支援に市としても積極的に取り組んでいるところでございます。 

 お分かりのように現在取り組んでいる制度で補助金等を受けることができるのは、壱岐市に在

住をしている小中高校生という定めになっていることが御指摘のとおりでございます。お話をさ

れたように壱岐市出身で島外の高校や大学や実業団で活躍をしている方への支援は含まれていな

いのが現状でございます。 

 御本人の努力と家族の支援の結集が輝かしい結果につながって、いろいろな大会につながって

おります。その状況によって壱岐市を挙げて激励や称賛の気持ちを表現させてもらうことについ

ては、例えば横断幕の掲示、垂れ幕等の掲示、あるいは歓迎パレードの実施等、そういう支援等

はこれまでしてきておりますが、実質、旅費等の補助金としての実績はないのが現状です。 

 議員、お話しのように壱岐市民をわくわくさせる子供たちの活躍の影には家族や指導者の並々

ならぬ熱意と御苦労、何より本人の努力もあっているはずです。現行の補助制度で十分な支援が

できないことに歯がゆい思いも一部感じます。 

 具体的に申し上げますと、先ほどお話に出されました竹下紘夢君は、全国中学校の大会に出場

する資格を有しました。恐らくその中に入るだろうと思われます。子ども夢プランの補助金の対

象になります。家族も、これまで熱心に指導された方も恐らく一緒に行かれるんだろうと思いま

すが、子ども夢プラン補助金の制度では指導者、家族の中から引率の１名にだけ、しかも費用の

３分の１以内の補助を出すという取決めになっているところが歯がゆい思いにあたります。こう
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いったところをせっかくわくわくさせてくれている特例として何かの支援ができないのかは、市

長と相談をしながら検討はしたいと考えておりますが、定めの明記が大変ネックになるというこ

とをお伝えしておきたいと思います。 

〔教育長（久保田良和君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  清水議員。 

○議員（５番 清水  修君）  壱岐市におきまして、壱岐で活躍する子供たちへの支援体制等に

つきましては私もそれなりには十分理解もしておりますが、またその活用もさせていただいたこ

ともあるわけですが、今回は少しこういった時期でもありましたので、その公平な規則、基準の

ある中でどうかできないかということで再質問させていただきます。 

 実は、それに関わる御家族の皆様や指導者の皆様がいろんな研修等をしながら指導に当たって

いただいていることはよく存じているつもりですが、やはりそれなりの資質を持った子供たちを

もっと上達させるといいますか、そういったことを目指すためには幅広い指導者の育成を目指す

ことも大事ではないだろうかと、そこで著名な指導者を招聘して特別にこの時期、研修会を開い

ていただくとかいうような検討はできないでしょうかというのが１つ目の提案です。 

 もう一つは、先ほども地域おこし協力隊のお話もあったわけですが、壱岐はこれまで長年そう

いった陸上競技の盛んな島として、かなり時、時の成果と実績を上げてきていると思います。そ

こで、その地域おこし協力隊の中でそういった専門的な指導のできる方、先日、大坂なおみさん

がまた偉大な大会で優勝されましたけど、そこでクローズアップされていたのがトレーナーの方

の紹介だったと思います。指導者とかそういった専門の方々の資格を持っているそういった協力

隊員の募集とかいうことも一つの検討事項にならないかなというような気持ちも持っています。

だから、この著名な方の指導者研修会とか、そういったスポーツ指導等に長けた方の募集につい

て、もし何か御意見等がありましたらお願いいたします。 

○議長（豊坂 敏文君）  久保田教育長。 

○教育長（久保田良和君）  清水議員の再質問についてのお答えをいたします。 

 先ほど名前を挙げました竹下紘夢君、彼が小学５年生のときに芦辺で行われます新春マラソン

の１キロメートルの部に出場をいたしました。そのときの招待選手はあの埼玉県庁に勤めていた

川内優輝さんでした。彼が１,０００メートルを一緒に走り、この竹下君を引っ張って引っ張っ

て、かなりの記録に持っていく状況を私は目の当たりいたしました。議員がおっしゃるすばらし

い専門性を持った方の指導によって、また芽を開くという、そういう状況がそこにあるんだとい

うことは今のお話でも分かりました。そういった形では壱岐市体育協会もいろいろな事業をしな

がら著名な方に来ていただき、体育教室、子供教室等を開いてそういう指導をしていただいてお

ります。いろいろな市内での行事とタイアップしながらこのことが壱岐市の子供たちによい影響
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を与えてくれていると考えます。そういったきっかけづくりにはそういう方はなる、しかし、日

常の熱心な指導は、今、例えば竹下君を世話してくれている方の熱意がかなり大きくあるだろう

ということも私は否めないと思います。 

 今、中学校でもボランティアの気持ちで陸上、球技等で指導していただいている方があります

が、ほとんどボランティアです。感謝の気持ちを保護者の方たちがいろんな形で伝えていただい

ていると思いますが、そういったものも制度的に市としても検討していきたいと考えますし、議

員がおっしゃる地域おこし協力隊という形の中で募集をしたときに陸上、野球、バスケットとか、

そういう種目で壱岐市の人材を育てたいという気持ちを持っていらっしゃる方が来ていただける

のであれば、これはもうありがたいことだと考え、担当部局と相談をしながらそのような方向を

取り組んでみたいと考えます。 

○議長（豊坂 敏文君）  清水議員。 

○議員（５番 清水  修君）  本当にありがとうございます。時は今なりというのは変な言い方

かもしれませんけれども、１つの大きな壱岐をＰＲじゃないですが、壱岐ここにありという部分

を発信できる逸材というのがいて、そしてここ二、三年、例えば野球につきまして言えば、私が

知っている範囲ですけど、小学校のときに九州大会とか全国大会に進んだ子供たちも中学校を経

て高校に上がっていくときでもあります。やはりそういった子供たちが今年の場合も長けた子供

たちが集まるチームワークでベスト８までいけたんだろうと思いますし、その指導に当たられた

先生方、保護者等の御努力だったとは思いますが、そういったときでもありますので何とか今、

教育長さんより言っていただきましたようにできることは取り組んでいただけるものということ

でとてもうれしく思いましたので、最後の質問に移らせていただきます。 

 ３つ目の質問につきましては、市の霊園構想の必要性というようなことを挙げさせていただい

たんですが、よくよく考えてみると確かにこの要望が少なからずいろんな作業とかの中で聞いた

のは事実なんですけれども、壱岐全体を考えたときに壱岐というのはやはりお寺さんと檀家さん

がおられていろんなケース・バイ・ケースで対応されていますし、永代供養や墓じまいのことや、

本当に今後の壱岐のことを考えると今の高齢の方々が少なからずお亡くなりになるのは事実でご

ざいます。 

 変な例ですが、私の家も母も高齢になりましたし、私も今これまで母に頼っていたいろんな家

周りの掃除やしくり切りや草切りや墓掃除なんかもここ数年来、そして今年はとても長雨と猛暑

の中でしたので大変な作業を親はしてきたんだなということをつくづく思いながらも、うちの共

同墓地には１０数件以上の墓地があったんですけれども、近年はもう田舎ですので自分の家の近

くに墓を移転される家がとても増えたと思います。だから、山の中にある共同墓地あたりは歯が

抜けたようになって、結局跡地は雑草と雑木のあれになってしまっていますので、結局そこもそ
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こにまだ残っているもので作業をする、それはもう当然なことなわけですが、そういった状況の

中で何かどうかならんとかねというふうなお声だったわけです。 

 少し各地の状況とかを見ましたが、五島とかにはそれなりの霊園らしきものがあるようでした

が、対馬市にはまだそういうのはないと。やはり壱岐の例えば芦辺浦の滝ノ上の墓地とかは本当

にきれいに整地といいますか造ってあるので、ああいうところは当分大丈夫かなと思いますが、

どうしても田舎ぼほりは非常に厳しい状況にそういった状況がありますので、これが年々そうい

うふうに増えていくということと、そして壱岐市にはいろんな施設等の跡地、市の財産等もかな

りいろんなところに点在しているのだろうと思います。やはりそういった土地を少し検討してい

ただいて、こういう場所だったらそういった例えば霊園といいますか、霊園までいかなくても市

で管理するような墓地といいますか、そこに移転料なり墓料なり、いろんなお金は当然個人負担

になるのは当然だと思いますが、そういったいろんな壱岐の風土に合った今後の霊園墓地という

ようなものを造るような検討がないかな、またはそういった必要性はないのかなということのお

尋ねになります。 

 それともう１点は、還暦の同窓会のときに島外にいる友達と会っていろいろ話しする中に、も

う自分は壱岐に帰る場所がない。でもお墓さんがあるよと。その世話をするのに親戚やなんかに

頼むのが非常に心苦しくてという話を聞いたときに、少し前だったら壱岐にはふるさと納税の中

で墓掃除や墓参りをしてくれる返礼品があるとよと、その当時は宣伝といいますか知らせたんで

すけれども、今の返礼品にはその墓掃除や墓参り等はもうないということで、私もちょっと担当

の方に理由を聞きました。そしたら、それまでにも返礼品は用意していたけど、そういう希望は

実はありませんでしたということと、もう１点はそういう事業を請け負う人も募集したけどなか

ったものですから返礼品からは外しましたというようなことも伺いました。まだまだ壱岐の現状

としてはお墓や霊園の必要とかそういったことまでにはないのかもしれませんが、やはり壱岐を

離れた人たちでもお墓があそこにちゃんとしたところにあるということが分かるというか、自分

がそれを購入してそこに行けばというようなところの準備等ができれば、壱岐に懐かしんで旅行

に来るとか、そういった交流といいますかそういったこともできるのではないかなというような

ことで必要性等についてお尋ねします。 

○議長（豊坂 敏文君）  﨑川保健環境部長。 

〔保健環境部長（﨑川 敏春君） 登壇〕 

○保健環境部長（﨑川 敏春君）  ５番、清水議員の３項目めの御質問にお答えをいたします。 

 市の霊園構想の必要性でございますが、法的位置づけとしましては、墓地、埋葬等に関する法

律及び国の指針により、墓地、納骨堂、または火葬場の経営主体においては、原則としまして法

人、公益法人などに限るとされております。また、墓地には永続性、非営利性が強く求められ、
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この理念に沿った安定的な経営が利用者の最も切実な要望であり、必要で重要な住民サービスで

あると考えております。 

 市内の墓地の状況は様々な信仰宗教がございますが、現在、市が設置管理する壱岐市納骨堂は

納骨時の加入料と年間維持管理料が必要となりますが、１２２の霊間のうち、３６霊間の空き状

況であります。 

 また、宗教法人である仏教寺院の設置管理する墓地、霊園及び納骨堂等におきましては、かな

りの余裕がある状況であるとお聞きいたしておるところでございます。 

 議員御指摘のとおり、少子高齢化や核家族化などにより、これまでの家単位のお墓の維持が困

難となっている御家庭が増え、遠隔地で墓地管理ができない等の理由で墓じまいを目的に市外へ

の改葬許可申請も年々増加しており、個人や少人数のお墓も増えるなど、お墓の在り方そのもの

が今まさに過渡期ともいえ、将来のライフスタイルに応じた墓地を考えていく必要があるものと

考えております。 

 以上のことから議員御提案の市の霊園構想につきましては、今のところ必要ないものと考えて

おるところでございます。 

 以上でございます。 

〔保健環境部長（﨑川 敏春君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  清水議員。 

○議員（５番 清水  修君）  いろんな納骨堂の空きの状況や、または法人で管理されていると

ころの状況等も知ることができよかったと思います。まだまだそういう必要性までの時期には至

っていないのかもしれませんが、今後、幾らかの年月をかけながら状況を見ながら検討が必要な

ときもくるやにも思います。 

 まとめですが、コロナ禍で一番大事なことは市民の命を守りながら経済を取り戻していくこと

であります。そのための人材確保や活躍する子供たちの支援とか、または墓等を中心にする自分

の身の回り等につきましては自助をしっかりやって、地域での共助を働きかけ、そして市にお願

いをするようなことで私も取り組んでまいります。 

 これで一般質問を終わります。ありがとうございました。 

〔清水  修議員 一般質問席 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  以上をもって、清水修議員の一般質問を終わります。 

 以上で、一般質問を終わります。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（豊坂 敏文君）  ここで暫時休憩をいたします。再開を１５時といたします。 

午後２時51分休憩 
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……………………………………………………………………………… 

午後３時00分再開 

○議長（豊坂 敏文君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

────────────・────・──────────── 

追加日程第１．承認第２号 

○議長（豊坂 敏文君）  ただいま市長から追加議案の送付がありましたので、タブレットに配信

をしております。 

 お諮りします。ただいま送付されました承認第２号を日程に追加し、議題とすることに異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  異議なしと認めます。よって、日程に追加し、議題といたします。 

 議事日程表を配付いたしますので、しばらくお待ちください。 

 追加日程第１、議案の撤回についてを議題といたします。撤回の理由について説明を求めます。

白川市長。 

〔市長（白川 博一君） 登壇〕 

○市長（白川 博一君）  本件につきましては、企画振興部長に説明をさせますのでよろしくお願

いいたします。 

〔市長（白川 博一君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  本田企画振興部長。 

〔企画振興部長（本田 政明君） 登壇〕 

○企画振興部長（本田 政明君）  承認第２号、議案の撤回について御説明いたします。 

 令和２年９月１０日に提出した議案第５１号壱岐市ケーブルテレビ施設通信機器更新工事請負

契約の締結については、撤回したいので、壱岐市議会会議規則第１９条第１項の規定により議会

の承認を求めるものでございます。 

 本日の提出でございます。 

 撤回理由でございますが、契約内容を精査する必要があるためでございます。御承認いただき

ますよう、よろしくお願いいたします。 

〔企画振興部長（本田 政明君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  お諮りします。ただいま議題となっております承認第２号議案の撤回に

ついては、これを承認することに御異議ありませんか。中田議員。 

○議員（１２番 中田 恭一君）  撤回について２点ほど質問したいのですが、よろしいでしょう

か。 
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○議長（豊坂 敏文君）  どうぞ。 

○議員（１２番 中田 恭一君）  撤回するのは十分納得をいたしますが、その後のスケジュール

ですね、一番心配なのが工期がいつになるのか、工事の終了がいつになるのか。ＧＩＧＡスクー

ル構想も３月には多分今の予定では各子供たちのタブレットも入るし、４月から授業が始まると

思います。そうなると、ネット回線を使うと現在一般の方々が使っておる回線の速度が遅くなる

んじゃないかと心配をしております。住民の方からもそういう話が来ておりますし、十分余裕が

あればいいんですけれども、その辺を皆さん心配しております。今じゃ、テレワークをはじめネ

ットでいろんなものの販売、特産品の販売とかも壱岐でもかなりやっておりますので、ネット通

信が遅れるということでかなり不便をきたすと思いますが、工期の問題、もし３月末を過ぎて繰

り越すのであれば、３月以降のＧＩＧＡスクール構想との兼ね合いを教えていただきたいと思い

ます。 

○議長（豊坂 敏文君）  企画振興部長。 

○企画振興部長（本田 政明君）  ただいまの中田議員の御質問にお答えをいたします。 

 工期につきましては、随意契約が成立した場合は３月末で終わる予定としておりました。今後

につきましては入札等予定をしておりますので、工期が延びるものと考えております。しかしな

がら、早急に契約等を進めまして影響を少なくする工程で工事等を進めたいと考えております。 

○議長（豊坂 敏文君）  中田議員。 

○議員（１２番 中田 恭一君）  影響を少なくというのが非常に心配でございます。 

 例えば、間に合わなければ工事が間に合うまで学校の部分については若干使用を遅らせるとか、

そういう考えがあるのかないのか。それとも今の回線で十分学校が使ってもある程度動きますと

いうことがいえるのか。その辺を確認したいんですよね。だから、どうしても工期が繰り越して

延びてしまう場合はＧＩＧＡスクールの部分についてはその工事終了後じゃないと使用しないと

いうような約束ができればうれしいんですけれども、その辺はどうでしょうか。 

○議長（豊坂 敏文君）  企画振興部長。 

○企画振興部長（本田 政明君）  現在の通信環境でありますと、全ての小学校各１台端末を配布

することとしておりますが、全て同時に使用した場合は通信容量が少ないために影響がございま

す。その辺につきましては教育委員会と協議をいたしまして、その使用頻度といいますか使用台

数等につきまして協議しまして利用等について検討したいと考えております。 

○議長（豊坂 敏文君）  中田議員。 

○議員（１２番 中田 恭一君）  大体言いたいことは分かりますけども、今言う各学校での時間

割の変更とか使う時間帯を変えればある程度十分間に合うということですよね。その辺だけ確認

しておきたいと思いますけど。 
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○議長（豊坂 敏文君）  もう１回答弁要りますか。企画振興部長。中田議員、どうぞ。 

○議員（１２番 中田 恭一君）  先ほど部長が言われました、なるべく影響を少なくするじゃな

くて、影響がないようにしてほしいんですよ。その辺の確認だけです。 

○議長（豊坂 敏文君）  企画振興部長。 

○企画振興部長（本田 政明君）  教育委員会と協議いたしまして影響がないような使用に努めた

いと考えております。 

○議長（豊坂 敏文君）  ほかありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  もう１回申し上げます。ただいま議題となっております承認第２号議案

の撤回については、これを承認することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  異議なしと認めます。したがって、承認第２号議案の撤回については、

これを承認することに決定いたしました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（豊坂 敏文君）  以上で、本日の日程は終了いたしました。 

 ９月１８日は各常任委員会を、９月２３日は予算特別委員会、９月２４日、２５日は決算特別

委員会をいずれも午前１０時から開催いたします。次の本会議は、９月２９日火曜日午前１０時

から開きます。 

 本日は、これで散会いたします。 

午後３時05分散会 

────────────────────────────── 


